
☆神戸ファッション市民大学ＯＢによるグループ

＜神戸のファッション都市化をめざす＞

"Swing，, 創刊

驚
蕊鴇

神戸の街がファッション都市を指向
して1 0 年目を迎えましたが、1 9 7 2 年神
戸市のプログラムの一つにファッショ
ン市民大学が創設され、ファッション
都市づくりのために必要な人材の育成
をめざして講座が開かれました。その
ファッション市民大学の第１期生から
第５期生までの卒業生が集い、誕生し
たのが私たちのグループＫＦＳです。
このＫＦＳの目的はミ神戸をファッ

ション都市にミという合言葉のもとに
神戸のよりすぐれた生活文化の創造を
はかり、より豊かな、よりいきいきと
したファッション文化を街のすみずみ
に浸透させ、そしてファッション産業
のよきリーケーとして働き、目覚まし

コウベブァッションソサエティ

Ｋ､函.！§1.news6１69蕪豊鷺鴬雪隠劉弱jL璽迦‘
ごあいさつ

柿本雅司〔鰹〕
い活性化をはかるための活動をつづけ
ていこうとするものです。
私たちは神戸ファッション都市百年
の計の尖兵としての役割を果たすのが
ＫＦＳであると自負し、結成以来、地
道ではありますが、春秋二回の一般公
開講座、毎月例会のマンスリーサロン
等、着実な歩みを続けてまいりました
また周知のとおり、福祉のファッショ
ンをテーマに掲げ、実践主義を基本に
して体の不自由な人たちのためのファ
ッション展示会などを行ない、絶大な
評価をいただきました。そして、この
度、ＫＦＳ９年目を契機に、私たちの
この活動をより理解していただくため
にも春秋２回、ＫＦＳの会誌でもあり
また神戸のファッションジャーナリズ
ムの確立とより活力ある神戸ファッシ
ョンの高揚のためにファッション誌
S w i n g を発行することになりました。
Ｓｗｉｎｇは神戸のファッションカル
チャーを一歩前進させるための、ＫＦ
ｓ会員のいきいきとした情報交流の媒
体であり、ファッションの各界で活動
するＫＦＳメンバーと市民との交流の
かけ橋にもしたいと考えております。
ファッション誌Ｓｗｉｎｇは、地域的

質感や実感を大切にしながらも国際感
覚を基調にし、未来に飛翻するファッ
ション都市神戸のエネルギー源になる
ものと確信しております｡

趣 Ｋ･ＦｏＳ

シンボルマーク
誕生

ファッション誌“S w i n g ”の創刊に先
だって会員の中でシンボルマークのデ
ザインを募集。応募作品の中３点から
理事会で、“ＫＦ. S ・' ，をタツノオトシ
ゴになぞったマークが誕生した。制作
者は大内信行。田中謙司副会長のあっ
せんによるもの。
また‘‘S w i n g ”の名前は、Ｋ・ＥＳ､ の

名付け親、柿本現会長がグッドセンス
で命名した。
●Ｓｗｉｎｇのお問合せ．お申込みは
事務局迄定価￥2 0 0 . 送料￥2 0 0
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蕊
墜謬

☆
布
引
〃
大
し
ま
″
二
代
目

大
島
裕
子
さ
ん
お
披
露
目

料
亭
布
引
「
大
し
ま
」
の
大

島
有
紀
子
さ
ん
は
、
日
本
風
の

美
人
で
、
神
戸
の
弔
物
女
将
だ

が
、
こ
の
二
月
お
嬢
さ
ん
の
裕

子
さ
ん
が
神
戸
女
子
短
大
の
服

装
科
を
卒
業
し
、
二
代
目
と
し

て
の
お
披
露
目
を
、
節
分
の
三

日
に
生
田
神
社
で
さ
れ
、
当
夜
、

ご
ひ
い
き
の
お
客
さ
ま
に
お
目

見
得
し
た
。

俄
殉

裕
子
さ
ん
は
、
異
人
館
ガ
ー

ル
を
つ
と
め
た
こ
と
の
あ
る
、

日
本
風
な
優
し
い
人
柄
で
近
代

的
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
わ
か
る

女
性
。エ

キ
ゾ
チ
ッ
ク
神
戸
の
街
に

は
料
亭
の
二
代
目
女
将
さ
ん
の

後
継
者
も
少
な
い
時
に
裕
子
さ

ん
の
登
場
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ぜ

び
っ

明るいリュリュの店

裕子さんのお披露目

ひ
と
も
日
本
的
な
独
自
の
お
も

て
な
し
で
神
戸
の
よ
き
ホ
ス
テ

ス
ぶ
り
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
も

の
だ
。

中
央
区
熊
内
通
４
１
８
１
岨
言
別
１
１

９
４
５

★
手
づ
く
り
の
味

フ
リ
ア
ン
デ
ィ
ー
ズ

中
山
手
店
、
元
町
店
に
続
い

て
諏
訪
山
に
和
風
造
り
の
ブ
ー

ケ
庵
を
昨
年
開
店
し
た
西
洋
菓

子
処
ブ
ー
ケ
は
、
味
に
う
る
さ

い
神
戸
っ
子
に
も
フ
ァ
ン
が
多

い
。
そ
の
ブ
ー
ケ
か
ら
ア
ー
モ

ン
ド
粉
末
、
北
海
道
バ
タ
！
、

精
製
さ
れ
た
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
、

卵
を
材
料
と
し
た
う
リ
ア
ン
デ

ィ
ー
ズ
と
い
う
焼
き
菓
子
が
発

売
さ
れ
た
。
上
野
庄
一
郎
社
長

は
「
神
戸
名
菓
と
し
て
育
て
あ

げ
た
い
」
と
味
に
は
絶
対
の
自

145

か
ら
と
い
う
お
安
さ
。
料
理

ら
し
い
料
理
、
凝
っ
た
料
理

を
食
べ
た
い
人
な
ら
、
一
度

ほっぺが落ちそう. ノ

信
を
見
せ
る
。
岨
．
箱
入
り
で

１
５
０
０
円
。
地
方
発
送
も
し

て
く
れ
る
の
で
、
し
ゃ
れ
た
神

戸
の
味
便
り
に
適
し
て
い
る
。

サ
ロ
ン
ド
・
テ
・
ブ
ー
ケ
（
中
山
手
店
）

冠
２
２
１
１
２
２
９
０
／
カ
フ
ェ
ド
・

ブ
ー
ケ
衝
３
９
２
１
０
６
７
８
／
ブ
ー

ケ
庵
諏
訪
山
店
衝
２
２
２
１
０
７
０
７

☆
ど
れ
を
食
べ
よ
う
か
？

ス
パ
ゲ
テ
ィ
の
店
リ
ュ
リ
ュ

ガ
ラ
ス
張
り
の
明
る
い
店
内

に
入
る
と
、
ま
ず
驚
く
の
が
メ

ニ
ュ
ー
の
豊
富
さ
。
ち
ょ
っ
と

数
え
た
だ
け
で
も
帥
種
類
。
し

か
も
、
こ
れ
以
外
の
組
合
わ
せ

も
自
由
に
楽
し
め
、
あ
な
た
が

里
区
北
野
町
三
’
一
’
一

湾
２
４
２
１
４
１
８
８

ヌ
ー
ベ
ル
・
キ
ュ
イ
ジ
ー

ヌ
の
旗
手
、
北
野
の
ジ
ャ
ン

・
ム
ー
ラ
ン
が
、
今
年
で
５

周
年
を
迎
え
た
。
店
長
の
美

木
剛
さ
ん
は
、
リ
ヨ
ン
の
ナ

ン
ド
ロ
ン
を
初
め
と
し
て
、

パ
リ
の
ミ
ッ
シ
ェ
ル
ゲ
ラ
、

ロ
ー
ア
ン
ヌ
の
ト
ロ
ア
グ
ロ

と
一
流
の
店
ば
か
り
で
修
業

を
し
て
き
た
名
シ
ェ
フ
だ
。

○
ぬ
咽
α
零
０
，
群

新
し
い
味
を
創
造
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
ま
た
サ
ラ
ダ
の
ド
レ

ッ
シ
ン
グ
は
す
べ
て
自
家
製
で

４
種
類
。
中
身
が
と
き
ど
き
変

わ
る
気
ま
ぐ
れ
サ
ラ
ダ
が
好
評

だ
。
ス
パ
ゲ
テ
ィ
の
大
盛
は
た

っ
た
の
Ⅷ
円
ア
ッ
プ
で
す
べ
て

が
５
割
増
。
採
算
が
と
れ
る
の

か
と
店
長
が
悩
ん
で
い
た
。
値

段
が
安
い
せ
い
か
、
若
い
人
た

ち
が
多
い
。
喫
茶
店
の
感
覚

で
、
利
用
し
た
い
店
だ
。

ス
パ
ゲ
テ
ィ
各
種
５
０
０
１
８
０
０
円

気
ま
ぐ
れ
サ
ラ
ダ
５
０
０
円
ラ
ン
チ
５

５
０
円
ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
９
Ｐ
Ｍ
第
３
月
曜

休
中
央
区
三
富
町
１
Ｉ
８
ｉ
１
さ
ん
プ

ラ
ザ
Ｂ
１
念
３
９
２
１
２
５
７
６

ジャン・ムーランの店内

フ
ラ
ン
ス
料
理

ｑｄＬ

偽魚iＩ

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

ざ
わ
ざ
食
べ
に
来
る
客
も
い

る
程
の
逸
品
だ
が
、
６
千
円

ジ
ャ
ン
・
ム
ー
ラ
ン

季
節
に
よ
っ
て
変
わ
る
お
ま

か
せ
コ
ー
ス
は
東
京
か
ら
わ

●
神
戸
う
ま
い
も
ん

は
出
か
け
て
み
る
べ
き
だ
。

営
業
時
間
ｕ
・
釦
Ａ
Ｍ
ｌ
２
Ｐ
Ｍ

５
Ｐ
Ｍ
ｌ
ｍ
Ｐ
Ｍ
水
曜
休
魚
の

テ
リ
ー
ヌ
ー
２
０
０
円
、
牛
肉
の
フ

ィ
レ
ス
テ
ー
キ
５
５
０
０
円
Ｅ
Ｔ
Ｃ
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蟻

醗驚．

用
し
て
楽
し
い
企
画
が
す
す
め

ら
れ
て
い
る
。
ハ
ウ
ス
の
裏
庭

に
六
角
形
の
子
供
用
ゲ
ー
ト
を

作
り
、
そ
こ
か
ら
キ
ン
ダ
ー
ガ

ー
デ
ン
（
仮
称
）
へ
入
る
と
、

小
さ
な
小
屋
が
二
つ
、
一
軒
は

子
供
郵
便
局
に
、
も
う
一
軒
は

プ
レ
イ
ル
ー
ム
。
芝
生
に
は
木

馬
を
置
い
た
り
、
の
び
の
び
と

熟
議
刊
騒
騒
も
藤
棚

醗
癖
蕊
貯
蕊
塁
で
。
〈

☆
北
野
坂
ハ
ウ
ス
に
楽
し
い

子
供
の
遊
び
場
誕
生

春
の
陽
ざ
し
を
浴
び
な
が
ら

緑
の
芝
生
で
追
っ
か
け
ご
っ
こ

や
郵
便
屋
さ
ん
ご
っ
こ
を
し
て

遊
び
ま
し
ょ
う
ｌ
昨
年
オ
ー

プ
ン
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ア
北
野
坂

ハ
ウ
ス
の
広
々
と
し
た
庭
を
利

i聡

い
で
、
ｎ
』
か
Ｆ
幸
篇
⑯

神
戸
百
店
会
だ
よ

乏
馬
い
い
禅
。
、

ファミリア北野坂ハウス

小
さ
な
子
供
さ
ん
達
に
遊
ん
で

も
ら
お
う
と
い
う
趣
向
だ
。
発

案
者
の
坂
野
惇
子
代
表
専
務
は

「
大
人
の
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
や
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
子

供
さ
ん
達
が
喜
ぶ
こ
と
を
考
え

て
い
ま
し
た
。
郵
便
ご
っ
こ
が

覚
え
ら
れ
れ
ば
幼
児
教
育
に
も

な
る
と
思
っ
て
…
…
」
と
ま
だ

ま
だ
楽
し
い
企
画
が
生
ま
れ
そ

う
。
３
月
の
春
休
み
に
は
完
成

し
、
日
曜
、
祭
日
の
み
実
施
さ

れ
る
予
定
。

口
巾
央
区
北
野
町
２
丁
目
１
２
５

宮
２
２
２
１
３
５
３
５
月
剛
体

☆
二
つ
茶
屋
、
新
築
オ
ー
プ
ン

和
菓
子
の
老
舗
、
二
つ
茶
屋

が
３
月
下
旬
、
元
町
一
番
街
に

新
築
オ
ー
プ
ン
す
る
。
新
社
屋

噂
￥

●
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

☆
ミ
キ
モ
ト
で
は
３
月
廻
誕
日
に
京

都
ロ
イ
ャ
ル
ホ
テ
ル
で
、
４
月
１
，
２

日
に
大
阪
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
、
３
，

４
，
５
日
は
大
阪
梅
田
店
（
新
阪
急
ピ

ル
－
Ｆ
）
で
「
彩
り
の
詩
人
た
ち
」
を

テ
ー
マ
に
春
の
展
示
会
を
開
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
麓
下
さ
い
。

☆
田
崎
真
珠
で
は
恒
例
の
唖
田
崎
新
作

コ
レ
ク
シ
罰
ン
“
風
ｌ
自
分
、
み
つ

け
た
〃
を
３
月
９
日
ｉ
哩
日
（
Ａ
Ｍ
ｍ

ｌ
Ｐ
Ｍ
７
）
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
２
階
大
宴
会
場
に
て
、
３
月
妬
日
１

ｍ
日
（
Ａ
Ｍ
ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
７
）
大
阪
ロ
イ

ャ
ル
ホ
テ
ル
２
階
桐
の
間
に
て
開
催
い

た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
下
さ
い

★
中
川
衣
裳
店
で
は
、
花
嫁
衣
裳
新
作

展
示
会
を
３
月
虹
、
配
日
と
舞
子
ビ
ラ

で
、
理
日
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

で
開
催
い
た
し
ま
す
。

☆
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の
地
下

１
階
の
グ
ル
メ
シ
テ
ィ
が
３
月
５
日
に

１
周
年
を
迎
え
ま
す
。
オ
リ
エ
ン
タ
ル

ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
、
イ
タ
リ
ア
ソ
レ
ス

ト
ラ
ン
ハ
コ
モ
Ｖ
、
中
華
料
理
八
海
風

飯
店
Ｖ
、
ふ
ぐ
・
酬
八
元
海
Ｖ
、
和
食

八
石
庭
Ｖ
、
寿
司
、
伊
勢
海
老
料
理
八

白
扇
Ｖ
、
セ
ラ
パ
ー
ハ
ラ
・
ラ
ン
ド
ｖ

の
７
店
で
は
１
周
年
を
記
念
し
て
、
豪

華
な
謝
恩
〆
一
言
１
を
１
，
５
０
０
円

で
ご
用
恋
し
て
お
り
ま
す
。
福
引
、
ベ

ス
ト
メ
ニ
ュ
ー
ク
イ
ズ
の
抽
巡
な
ど
ト

リ
プ
ル
チ
ャ
ン
ス
が
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。
期
間
は
２
月
上
旬
’
３
月
５

日
ま
で
。

２
月
霊
、
錘
、
”
日
は
セ
ラ
パ
ー
ハ
ラ

・
ラ
ン
ド
Ｖ
で
２
月
の
雄
い
が
開
か
れ

ま
す
。
ポ
ト
ル
キ
ー
プ
ー
本
（
バ
ラ
ン

タ
イ
ン
、
ス
ー
パ
ー
ニ
ッ
カ
砿
エ
ン
プ

レ
ム
）
と
海
風
版
店
か
ら
の
中
国
風
オ

ー
ド
ブ
ル
が
つ
い
て
８
，
０
０
０
円
（

税
・
サ
込
）
お
誘
い
合
せ
の
上
、
お
越

し
下
さ
い
。

☆
サ
ノ
ヘ
の
恒
例
の
秋
冬
物
キ
ャ
ピ
タ

ル
フ
ェ
ア
が
ヌ
ー
ベ
ル
サ
ノ
ヘ
で
３
月

ｎ
日
か
ら
４
日
間
開
催
さ
れ
る
。
最
新

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
知
点
余

り
を
紹
介
す
る
シ
ョ
ウ
を
、
、
哩
日

（
１
Ｐ
Ｍ
と
３
・
訓
Ｐ
Ｍ
）
展
示
会
は

週
、
皿
日
に
脳
さ
れ
る
。

灘蕊謹謡塞鑑謹蕊鍵蕊蕊鍵灘濃…溌蕊謙新
１番街に艇生する二つ茶屋の新社屋社
神戸の老舗らしいインテリアで登場屋

‐
、
８
１
０

鋒
癖
蝉
蝿
癖
零
漣
蕊
霞
鶴
④
名
に
当

蕊
．
＃
．
．
；
た
る
。

応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
④
試
着
し
て

み
た
い
モ
ー
ー
タ
ー
商
品
の
恭
号
（
④
⑧

。
⑨
の
い
ず
れ
か
１
点
）
、
服
の
サ
イ

ズ
（
７
．
９
．
ｎ
号
の
い
ず
れ
か
）
⑤

住
所
・
氏
名
・
年
令
・
職
業
・
廼
話
番

1 ％.

選
で
パ

リ
旅
行

⑧
他
各
賞

が
４
、

レ
ゼ
ン

⑨
ト
。
応

募
者
全

員
の
中

は
地
下
２
階
地
上
７
階
の
漸
酒

な
ビ
ル
で
、
１
Ｆ
は
和
菓
子
・

喫
茶
、
２
Ｆ
は
座
敷
席
も
あ
る

大
衆
的
な
お
食
事
処
。
ま
た
店

先
に
屋
台
を
出
し
て
、
お
は
ぎ

や
お
こ
わ
な
ど
の
実
演
販
売
も

す
る
そ
う
。
奥
田
社
長
は
「
当

店
で
は
〃
ア
ル
カ
リ
性
イ
オ
ン

水
″
を
全
商
品
に
使
用
。
よ
り

お
い
し
い
健
康
的
な
食
物
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
意

欲
を
燃
や
し
て
い
る
。

☆
ル
イ
シ
ャ
ン
タ
ン
フ
レ
ッ

シ
ュ
モ
ニ
タ
ー
大
募
集

「
ル
イ
シ
ャ
ン
タ
ン
」
を
さ

ら
に
着
や
す
く
美
し
く
す
る
た

め
に
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
ス

豊
か
な
声
を
聞
か
せ
て
も
ら
う

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
る
。

ご
応
募
の
方
の
中
か
ら
抽
選
で

全
国
知
名
様
を
モ
ニ
タ
ー
に
。

試
着
し
た
モ
ニ
タ
ー
商
品
は
プ

~
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沙羅双樹

Ｌ」

号
ｅ
近
く
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
店
の

店
番
号
・
店
名
（
３
０
１
８
リ
ザ
・
サ

ロ
ン
神
戸
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
店
）
以
上

明
記
し
て
お
送
り
下
さ
い
。

宛
先
／
〒
伽
東
京
中
央
郵
便
局
留
置
「

ル
イ
シ
ャ
ン
ク
ン
」
フ
レ
ッ
シ
ュ
モ
ニ

タ
ー
大
募
集
係

締
切
／
昭
和
諏
年
３
月
即
円
（
当
日
消

印
有
効
）

発
表
／
昭
和
罰
年
４
月
中
旬
の
新
聞
紙

上
で
発
表
の
う
え
、
ご
当
選
の
方
に
は

直
接
ご
通
知
い
た
し
ま
す
。

☆
神
戸
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
坂
本
吉
章
展
開
く

岨
月
詑
日
１
１
月
皿
日
ま
で

北
野
坂
の
神
戸
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
坂
本
吉
章
展
が

ざ.鴬職

盟蕪孝篭曲率群回

開
か
れ
た
。

神
戸
生
ま
れ
の
坂
本
さ
ん
は

兵
庫
高
校
卒
業
後
、
独
学
で
絵

を
描
き
始
め
、
１
９
７
２
年
か

ら
パ
リ
に
住
み
、
室
内
装
飾
の

仕
事
を
し
な
が
ら
絵
の
勉
強
に

励
ん
で
き
た
。
パ
リ
で
は
何
度

鐸蕊虜亭+特電蟻Ｐ９曙

爵“鐸謹 ；
- 亜哩！~ ~ 謀弾亀輯に，弔華f 1 鈎棋撫蕊

J毒議；
坂本吉きさん

か
グ
ル
ー
プ
展
に
出
品
し
て
い

る
が
、
加
年
ひ
と
区
切
り
と
い

う
こ
と
で
今
回
、
日
本
で
初
め

て
個
展
を
開
く
決
心
を
し
た
そ

う
だ
。出

品
作
品
は
約
加
点
で
、
パ

リ
及
び
パ
リ
郊
外
の
建
物
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
油
彩
ば
か
り
。

「
こ
の
二
、
三
年
は
建
物
を
続

け
て
い
っ
て
そ
の
う
ち
静
物
や

人
物
に
取
り
組
み
た
い
」
と
の

こ
と
。
久
々
の
帰
国
に
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
訪
れ
る
人
が
後
を
絶
た

な
い
様
子
だ
っ
た
。

☆
オ
ー
ブ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
ベ
ー

カ
リ
ー
で
焼
き
た
て
の
味
を

須
磨
パ
テ
ィ
オ
専
門
店
１
番

館
の
カ
ス
カ
ー
ド
・
デ
リ
名
谷

店
が
昨
年
、
月
に
改
装
オ
ー
プ

ン
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ス
タ
イ
ル
の

○
ぐ
の
口
卑
①
農
国
鳥
①
ｑ
１
号

店
と
し
て
パ
ン
を
焼
く
釜
と
発

酵
さ
せ
る
ホ
イ
ロ
が
売
場
に
設

置
さ
れ
た
。
こ
れ
で
工
場
と
の

連
携
プ
レ
イ
を
が
っ
ち
り
結
ん

で
パ
ン
の
焼
き
た
て
度
が
グ
ー

ン
、
と
ア
ッ
プ
。
目
の
一
別
で
パ
ン

の
焼
き
あ
が
る
様
子
を
見
る
の

も
楽
し
い
も
の
。
パ
ン
を
並
べ

る
ス
ペ
ー
ス
も
増
え
て
、
１
５

０
種
類
が
顔
を
揃
え
て
い
る
。

イ
ー
テ
イ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
で
は

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
味
が
そ
の
場
で

味
わ
え
る
。

ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
￥
辺
カ
メ
パ
ン
￥
伽

ハ
ム
ロ
ー
ル
￥
Ⅷ
、
ヨ
ッ
ト
￥
Ⅷ

麓
７
９
２
１
５
６
３
３
／
営
業
時
間
／

Ａ
Ｍ
ｍ
ｌ
Ｐ
Ｍ
７
・
鋤
水
曜
休

営識識騨蝿識蕊蕊諜
曙

●神戸風月堂より和菓子の新製品
洋風化社会の中でご古き良きミものを見直す風潮が見られる
が、このたび屈月堂では「日本の菓子は五感の芸術である」と
いわれる和菓子の新製品を発売しました。代表商品は「沙羅双
樹」（栗ようかん。しっとりと甘さをおさえた大納言小豆の羊
かんに大粒の栗を入れたもの）「菊のうたげ」（栗きんとん・
厳選された丹波栗の風味を生かしたまるやかな味、白い求肥が
はいっている）「花紋」（薯讃美・山芋をすりこんだ薯黄葵に大
納言小豆をあしらったもの) ｡ 好みにより３種の和菓子を自在に
詰め合わせてくれる。６個入（￥1 , 0 0 0 ) ～2 4 個入（￥5 , 0 0 0 ）

新製品コーナー
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聯蕊；

☆
ポ
ー
ト
ピ
ア
Ⅶ

そ
の
後
の
ト
ピ
ッ
ク
２
題

八
公
式
記
録
映
画
、
完
成
Ｖ

ポ
ー
ト
ピ
ア
刊
の
開
催
を
記

念
し
て
、
公
式
記
録
映
画
「
神

戸
博
ポ
ー
ト
ピ
ア
刊
」
が
完
成

し
た
。
蛸
ミ
リ
の
カ
ラ
ー
映
画

で
、
上
映
時
間
は
帥
分
。
内
容

は
、
開
燕
ま
で
の
準
備
期
間
の

主
な
行
事
、
催
し
、
会
場
の
建

設
風
景
な
ど
が
卯
分
間
、
そ
し

て
全
国
各
地
、
世
界
各
国
の
人

々
が
集
っ
た
〃
思
い
出
の
Ⅷ
日

間
″
が
約
如
分
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。
フ
ィ
ル
ム
は
無
料
で

貸
出
さ
れ
て
お
り
、
貸
出
し
期

間
は
３
日
。
自
治
会
や
会
社
の

研
修
会
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
お

り
、
楽
し
か
っ
た
想
い
出
を
よ

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

１
１４８
１

時勢兼

！…丹騨品価

熱

雷富ｆ

古
切
手
の
収
集
整
理
に
ご
漉
力
を

あ
な
た
の
会
社
や
家
庭
で
古
切
手

（
使
用
済
の
日
本
、
外
国
、
ど
ん
な
切

手
で
も
可
）
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

か
。古

切
手
の
周
囲
五
ミ
リ
ほ
ど
残
し
て

切
り
と
っ
て
、
は
が
さ
ず
に
そ
の
ま
ま

通
勤
堺
務
所
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
る
か

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
、
運
動

参
加
カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま
す
。

集
ま
っ
た
古
切
手
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
手
で
整
理
分
類
の
う
え
製
品
化
さ
れ

バ
ザ
ー
な
ど
の
催
し
物
や
福
祉
の
店
、

そ
の
他
の
会
合
で
販
売
、
代
金
は
全
額

ち
え
お
く
れ
の
問
題
の
社
会
啓
発
資
金

と
し
て
、
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
も
、
あ
な
た
の
ま
わ
り
に
あ

る
古
切
手
に
ハ
サ
ミ
を
い
れ
る
と
い
う

行
為
を
通
じ
て
、
な
に
げ
な
く
捨
て
ら

れ
て
い
た
古
切
手
に
、
新
し
い
い
の
ち

を
与
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
み
な
さ

ま
の
心
を
災
め
る
福
祉
の
こ
の
述
助
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
集
ま
っ
た
古
切
手
の
整
理
の

奉
仕
作
業
は
、
毎
月
週
一
回
、
第
一
火

曜
、
第
二
水
曜
、
第
三
木
曜
、
第
四
金

咽
に
三
宮
の
神
戸
市
立
青
少
年
会
館
で

行
っ
て
お
り
、
現
在
百
名
近
く
の
主
婦

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
奉
仕
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
の
外
、
家
庭
に
お
持
ち

帰
り
い
た
だ
き
お
宅
で
整
理
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
方
も
多
数
お
ら
れ
ま
す
。

あ
な
た
も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も

だ
れ
で
も
で
き
る
こ
の
楽
し
い
作
業
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
連
動
本
部

〒
師
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
丁

目
一
’
六
神
戸
国
際
会
館
内

湾
二
五
一
’
八
一
六
一
内
線
Ⅷ

｢ サンピア」

誕
生
日

あ
り
が
と
う

連
動

み
が
え
ら
す
人
、
行
け
な
か
っ

た
会
場
の
雰
囲
気
を
味
わ
う
人

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
好
評
だ
。

、
問
合
せ
／
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

博
覧
会
協
会
広
報
部
広
報
課
密
３
３
３

１
８
１
１
１
ま
た
は
市
役
所
市
民
局
広

報
課八

記
念
財
団
、
３
月
に
設
立
Ｖ

ポ
ー
ト
ピ
ア
瓶
は
“
億
円
の

黒
字
を
生
ん
だ
が
、
神
戸
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
博
覧
会
協
会
は

財
団
法
人
「
ポ
ー
ト
ピ
ア
Ⅷ
記

念
財
団
」
（
仮
称
）
を
設
立
す

る
こ
と
に
決
め
た
。
記
念
財
団

は
３
月
末
に
設
立
、
国
際
文
化

ス
ポ
ー
ツ
、
地
域
文
化
の
発
展

な
ど
の
各
事
業
を
行
な
う
が
、

初
事
業
と
し
て
は
、
３
月
別
、

幻
の
両
日
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
Ⅷ
１

周
年
を
記
念
す
る
各
種
催
し
を

予
定
し
て
い
る
。

☆
三
ノ
宮
駅
東
地
区
再
開
発

第
２
弾
「
サ
ン
ピ
ア
」
誕
生

三
宮
の
新
し
い
顔
と
し
て
、

ま
た
今
後
の
神
戸
の
中
心
地
と

し
て
あ
ら
た
な
注
目
と
期
待
が

よ
せ
ら
れ
て
い
る
三
ノ
宮
駅
東

地
区
（
国
鉄
三
ノ
宮
駅
の
東
側
、

国
鉄
東
海
道
線
の
高
架
と
国

道
２
号
線
、
新
生
田
川
に
は
さ

ま
れ
た
一
帯
を
総
称
）
の
再
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
昨

年
、
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
サ

ン
パ
ル
」
に
続
い
て
Ｃ
ゾ
ー
ン

（
雲
井
通
１
丁
目
、
旭
通
１
丁

目
）
に
３
月
末
「
サ
ン
ピ
ァ
」

が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

「
サ
ン
ピ
ア
」
は
地
下
１
階
、

地
上
辿
階
の
し
ゃ
れ
た
緑
色
の

屋
根
付
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
。
１
，

２
階
が
店
舗
、
３
階
以
上
が
住

宅
と
な
っ
て
お
り
将
来
に
お
け

る
周
辺
の
再
開
発
を
考
慮
し
周

囲
の
ピ
ル
と
デ
ッ
キ
で
連
絡
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

☆
浜
野
安
宏
さ
ん
が

毎
日
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞

「
Ⅷ
毎
日
デ
ザ
イ
ン
賞
」
を
、

㈱
浜
野
商
品
研
究
所
長
の
浜
野

安
宏
さ
ん
が
受
賞
し
た
。

同
賞
は
昭
和
加
年
に
創
設
さ

れ
、
一
年
間
に
す
ぐ
れ
た
作
品

を
制
作
、
発
表
し
、
業
界
に
多

大
の
寄
与
を
し
た
デ
ザ
イ
ナ
ー

や
グ
ル
ー
プ
、
団
体
を
表
彰
す

る
も
の
だ
が
、
国
際
的
か
つ
文

化
的
な
賞
と
し
て
、
そ
の
権
威
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代
表
的
な
か
ら
く
り
人
形
が
数

多
く
展
示
さ
れ
、
実
演
に
よ
り

そ
の
巧
妙
な
動
き
を
、
丁
寧
な

解
説
と
と
も
に
紹
介
し
て
い

た
。ま

た
入
場
者
は
一
部
の
人
形

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
か
わ

い
い
か
ら
く
り
人
形
の
軽
妙
な

動
き
が
多
勢
の
入
場
者
に
好
評

を
博
し
て
い
た
。

☆
世
帯
派
の
骨
董
店
「
温
知
」

鷹
取
に
オ
ー
プ
ン

国
鉄
鷹
取
駅
よ
り
歩
い
て
５

分
の
場
所
に
オ
ー
プ
ン
し
た
骨

董
店
「
温
知
」
が
好
評
を
得
て

い
る
。
御
主
人
の
祝
さ
ん
の
話

●
○
●
●
●
●

で
は
温
故
知
新
と
音
痴
を
か
け

は
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
受
賞
対
象
は
「
ポ
ー

ト
ピ
ア
Ⅷ
共
同
館
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ラ
イ
ブ
シ
ア
タ
ー
」
と
「
デ

ザ
イ
ン
と
生
活
の
提
案
体
・
Ａ

Ｘ
Ｉ
Ｓ
ビ
ル
」
の
企
画
と
総
合

的
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
活

動
で
あ
る
。

浜
野
さ
ん
は
１
９
４
１
年
京

都
生
ま
れ
。
６
５
年
に
㈱
浜
野

商
品
研
究
所
を
設
立
し
、
商
品

開
発
、
企
画
、
デ
ザ
イ
ン
の
総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
受
託
業
務
を

開
始
、
今
日
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
に
活
動
を
続
け
て
い
る
。

☆
酒
づ
く
り
の
歴
史
を
語
る

白
鶴
酒
造
資
料
館

１
月
肥
日
、
白
鶴
酒
造
本
社

内
に
白
鶴
酒
造
資
料
館
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。
同
資
料
館
は
大
正

初
期
に
建
て
ら
れ
た
古
い
酒
蔵

を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
お
り
、

茶運び人形
くれ開展
りかた催〃
人ら ｡ さが

蟻

浜野安宏さん迫力ある展示

黒
褐
色
に
く
す
ん
だ
支
柱
、
し

っ
と
り
と
落
ち
つ
い
た
空
気
…

と
重
厚
な
雰
囲
気
。
そ
し
て
、

館
内
は
洗
米
、
蒸
米
、
放
冷
、

と
う
じ

麹
取
込
み
…
：
．
貯
蔵
、
樽
詰
と
、

て
酒
づ
く
り
の
全
の
行
程
が
、

古
い
道
具
類
と
人
形
で
リ
ア
ル

に
再
現
さ
れ
て
お
り
、
す
ば
ら

し
い
迫
力
。
白
鶴
酒
造
で
は
、

消
え
ゆ
く
昔
の
酒
蔵
や
酒
造
道

具
の
姿
を
保
存
し
、
伝
統
の
酒

づ
く
り
の
世
界
を
通
し
て
〃
日

本
の
こ
こ
ろ
〃
を
伝
え
た
い

と
、
本
資
料
館
の
公
開
と
な
っ

た
も
の
だ
。
入
場
は
無
料
。

９
Ａ
Ｍ
ｉ
４
・
鋤
Ｐ
Ｍ
土
日
祝
休

⑳
問
合
せ
／
白
閏
酒
造
総
務
部
庶
務
課

茸
０
７
８
（
８
４
１
）
４
１
０
５

☆
不
思
議
な
魅
カ
ー

江
戸
の
か
ら
く
り
人
形
展

去
る
１
月
晦
日
か
ら
型
日
、

三
宮
ゼ
ン
ト
ハ
ウ
ス
７
Ｆ
に
お

い
て
〃
江
戸
の
か
ら
く
り
人
形

形
と
は
、
バ
ネ
歯
車
、
ぜ
ん
ま

い
な
ど
に
よ
り
人
形
の
反
復
動

作
を
機
械
に
よ
っ
て
見
せ
る
も

の
で
、
鑑
賞
品
と
し
て
作
ら
れ

た
の
は
室
町
以
降
の
こ
と
。

会
場
に
は
、
鉄
棒
人
形
、
文
字

書
き
人
形
、
采
振
り
人
形
、
水

か
ら
く
り
、
茶
運
び
人
形
、
面

変
り
人
形
な
ど
、
江
戸
時
代
の

温知

蕊 撫蕊鱗
溌霊蕊蕊ミ
､ - ′の漫んしに品以岡郷

合
せ
て
の
店
名
で
あ
る
と
の
こ

と
。
骨
董
屋
で
あ
る
よ
り
も
、

む
し
ろ
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

と
し
て
の
要
素
が
強
い
店
内
は

実
用
品
を
中
心
と
し
た
生
活
の

匂
い
が
充
満
し
て
い
る
。

値
打
ち
物
よ
り
日
常
の
生
活

に
必
要
な
品
物
を
揃
え
た
店
の

こ
と
を
骨
董
の
世
界
で
は
世
帯

派
と
い
う
。
こ
の
類
の
店
が
増

え
る
事
は
、
か
し
こ
い
市
民
が

増
え
て
き
て
い
る
証
で
あ
る
の

か
も
。

雷
０
７
８
（
７
３
４
）
２
４
７
５

図
書

ガ
イ
ド

ジ
ャ
パ
ネ
ス
ク

カ
ナ
デ
ア
ン
歌
舞
伎
と
私

海
野
光
子

１
１４９
１

青
い
眼
の
若
者
た
ち
が
「
助
六
」
や

「
勧
進
帳
」
に
挑
む
。
神
戸
名
物
カ
ナ

デ
ァ
ン
歌
舞
伎
の
生
み
の
親
、
海
野
光

子
さ
ん
が
前
著
『
先
生
敬
舞
伎
が
演
り

た
い
』
に
続
い
て
書
き
下
し
た
感
動
の

記
録
。
言
葉
や
文
化
の
違
い
、
公
演
に

ま
つ
わ
る
財
政
上
の
困
難
な
ど
を
乗
り

こ
え
て
前
進
す
る
彼
ら
に
第
９
回
プ
ル

ー
メ
ー
ル
貧
（
舞
台
芸
術
部
門
〉
な
ど

多
く
の
支
持
が
則
ら
れ
て
い
る
。

〈
１
５
０
０
円
・
大
和
山
出
版
社
）
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霧職欝
平松さんを囲んで

ス
ポ
ー
ト
」
に
続
い
て
第
二
句

集
「
海
図
」
を
東
京
青
玄
三
光

会
出
版
部
か
ら
刊
行
し
、
そ
の

出
版
記
念
会
が
、
芦
屋
市
民
会

館
で
１
月
Ⅳ
口
に
開
か
れ
た
。

〃
か
り
め
が
ね
母
の
は
母
が

よ
く
見
え
る
″
治
子

俳
句
現
代
派
の
進
む
先
端
を

渡
ろ
う
と
す
る
心
意
気
が
う
か

☆
平
松
治
子
第
２
句
集

「
海
図
」
出
版
記
念
会
開
く

現
代
俳
句
「
青
玄
」
（
伊
丹

三
樹
彦
主
宰
）
の
同
人
で
女
流

俳
人
の
平
松
治
子
さ
ん
が
、
「
パ

が
え
る
「
海
図
」
の
出
版
に
、

高
橋
徹
、
東
内
三
男
、
小
池
義

人
、
重
森
守
な
ど
に
、
伊
丹
三

樹
彦
、
公
子
ら
、
同
人
た
ち
約

一
○
○
人
が
集
い
、
心
か
ら
の

拍
手
を
贈
っ
た
。

☆
ダ
イ
エ
ー
が
ジ
ー
ン
ズ
発
売

を
記
念
し
て
デ
ィ
ス
コ
大
会

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
虹
Ｃ
デ
ィ
ス
コ
ル

ー
ム
に
お
い
て
、
２
月
１
日
、

ダ
イ
エ
ー
主
催
の
デ
ィ
ス
コ
大

会
が
開
か
れ
た
。
こ
れ
は
同
社

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
〃
ｍ
〃
ジ

ー
ン
ズ
を
新
発
売
す
る
記
念
と

し
て
催
し
た
も
の
。
当
日
は
一

般
募
集
さ
れ
た
娼
歳
以
上
の
若

者
た
ち
刷
名
が
集
ま
り
、
〃
加
〃

ジ
ー
ン
ズ
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
か
ら
平
圭
垂
足
の
時
代

が
続
く
、
こ
れ
は
京
都
で
あ

る
。
後
醍
醐
天
皇
が
神
器
を

奉
じ
て
、
大
和
の
吉
野
に
入

り
南
朝
を
開
い
た
こ
と
も
あ

る
。
こ
れ
も
奈
良
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
兵
庫
に
遷
都
さ

れ
た
こ
と
も
あ
る
。

平
清
盛
が
、
一
一
八
○
年

弄
俸
贈
天
皇
を
奉
じ
て
、
一
時

福
原
京
を
開
い
た
こ
と
が
あ

る
、
と
い
う
よ
う
な
話
で
あ

る
。
平
窪
掘
礎
が
兵
庫
の
福
原

に
都
を
遷
す
目
的
は
何
ん
で

あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
は
、
概
ね
、
対
宋
貿
易

福
原
遷
都
の
こ
と

最
近
、
あ
る
会
合
で
雑
談

を
し
て
い
る
と
き
、
「
都
」

と
い
う
話
に
な
っ
た
。

ま
ず
は
平
城
京
、
奈
良
に

都
が
あ
っ
た
。
難
波
に
も
都

が
遷
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
い

ま
の
大
阪
で
あ
る
。
天
智
天

皇
が
大
和
の
飛
鳥
か
ら
大
津

京
に
遷
都
し
た
こ
と
も
あ
る

こ
れ
は
現
在
の
滋
賀
県
と
い

花時計 陸謹

/弓隔

。
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
名
捕
手
（
背

番
号
ｍ
）
リ
ッ
ク
・
セ
ロ
ー
ン

選
手
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
。

リ
ッ
ク
選
手
の
活
躍
場
面
が
ビ

デ
オ
で
紹
介
さ
れ
、
若
者
た
ち

も
大
い
に
フ
ィ
ー
バ
ー
。
ダ
イ

エ
ー
の
中
内
功
社
長
、
セ
ロ
ー

ン
選
手
、
〃
、
〃
ジ
ー
ン
ズ
の

ケ
ニ
ン
ス
バ
ー
グ
社
長
た
ち
の

’
1５０
１

六
○
ｍ
ｍ
で
○
の
『

★
責
川
延
若
丈
の
後
援
会
「
井
筒
会
」

が
今
年
は
２
月
哩
日
に
生
田
抑
社
会

館
で
開
か
れ
ま
す
。
十
三
夜
会
か
ら

「
顔
見
世
」
の
沼
津
の
平
作
に
賞
と
、

年
間
大
賞
が
贈
ら
れ
、
上
有
歌
舞
伎
の

伝
承
に
心
を
配
る
延
若
丈
は
大
活
踊
で

す
。☆

女
流
書
家
望
月
美
佐
さ
ん
の
後
援
会

兼
任
の
会
が
、
２
月
６
日
生
田
神
社
会

館
で
、
節
分
と
新
春
お
祝
の
会
を
開
き

あ
で
や
か
に
望
月
太
夫
を
中
心
に
神
戸

ら
し
い
国
際
色
豊
か
な
花
魁
道
中
を
ご

披
露
し
ま
し
た
。

☆
現
代
美
術
の
奥
田
善
巳
さ
ん
が
、
３

月
聖
日
ｌ
幻
日
ま
で
、
亜
賦
の
村
松
画

廊
で
タ
ブ
ロ
ー
の
個
展
を
開
か
れ
ま

す
。
銀
座
７
１
ｍ
１
８
平
方
ビ
ル
２
Ｆ

筒
師
９
０
９
５

☆
彫
刻
家
の
新
谷
畷
紀
さ
ん
が
ア
ト
リ

エ
を
、
垂
叩
の
柳
原
天
神
の
近
所
に
移

転
さ
れ
ま
し
た
。
新
谷
彫
刻
研
究
室
〒

醜
神
戸
市
兵
庫
区
南
逆
瀬
川
１
番
型
号

衝
へ
伽
）
６
５
１
１
１
５
１
４

★
河
野
商
店
の
河
野
龍
子
さ
ん
が
、
多

年
の
功
績
に
よ
り
、
紺
綬
褒
章
を
受
賞

さ
れ
、
そ
の
視
質
会
が
２
月
皿
日
生
田

神
社
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

☆
若
手
バ
レ
リ
ー
ナ
の
登
竜
門
ロ
ー
ザ

ン
ヌ
賞
を
、
貞
松
・
浜
田
バ
レ
エ
団
の

貞
松
正
一
郎
さ
ん
（
出
）
が
受
賞
。
ロ
ー

ザ
ン
ヌ
賞
は
、
７
５
０
０
ス
イ
ス
フ
ラ

ン
の
他
、
１
年
間
希
望
す
る
欧
米
の
バ

レ
エ
学
校
に
留
学
生
と
し
て
派
遣
さ
れ

る
。
ご
画
祝
は
貞
松
融
、
蓉
子
さ
ん
。

☆
４
月
型
日
’
四
日
メ
ト
ロ
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
五
枝
会
展
（
新
書
人
会
の
女
流
作

家
／
小
畑
延
子
、
魚
田
翠
舟
、
杉
本
翠

謡
、
三
宅
青
舟
、
李
鳴
九
）
が
開
か
れ

ま
す
。

☆
元
朝
日
新
聞
記
者
、
ま
た
大
阪
朝
日

会
館
の
蝕
長
と
し
て
活
躍
し
、
最
近
は

ユ
ー
ー
ー
ク
な
抽
象
面
の
作
家
と
し
て
神

戸
の
人
々
に
愛
さ
れ
た
十
河
巌
さ
ん

が
、
１
月
哩
日
他
界
さ
れ
ま
し
た
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

★
神
戸
の
長
唄
界
で
女
流
三
弦
方
と
し

て
活
腿
さ
れ
た
岡
安
喜
昭
師
が
亡
く
な

ら
れ
、
１
月
狛
日
花
隈
福
寺
で
葬
儀
が

と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
で
、
ミ
ス
タ
ー
＆
ミ
ス

〃
皿
〃
ジ
ー
ン
ズ
な
ど
、
あ
わ

せ
て
７
つ
の
賞
が
若
者
た
ち
に

贈
ら
れ
た
。

の
拡
大
を
計
る
た
め
だ
と
い

う
説
が
強
い
、
事
実
こ
の
一

一
八
○
年
二
月
に
大
和
田
の

泊
を
修
築
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
清
盛
の
志
は

成
ら
ず
翌
年
、
一
一
八
一
年

に
こ
の
世
を
去
っ
て
い
る
。

清
盛
の
作
業
は
短
期
間
で

あ
っ
た
。
が
、
そ
の
大
和
田

の
泊
は
後
に
兵
庫
の
泊
と
し

て
繁
栄
し
、
明
治
の
兵
庫
開

港
に
繋
が
る
の
だ
が
、
こ
の

平
清
盛
の
投
じ
た
一
石
が
、

現
在
の
神
戸
の
港
の
基
に
な

っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
都
や

港
を
も
た
ら
し
た
の
は
清
盛

そ
の
人
で
あ
る
。
八
Ｙ
Ｖ
》 リック・セローン
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１３ｔｈＣＨｌＳＡＴＯ，Ｓ
ＡＮＮＩＶＥＲＳＡＲＹ

ＫＯＢＥの海がブルーに光り
' ' 1 い街が風にＩｕう３ｊＩ
千里の1 3 年１１の存が訪れました。
人と店とお洲との出会いを。
、由に楽しい雰l 〃I 気で……。

ｌ坂本: 下肥

千瀧駕里
神戸市中央区下山手通２丁目1 1 ノ１ＫＳＭビル1 Ｆ

TEL.(078)331-4730
５: 0 O P M ～0 : 0 0 A Ｍ日曜・祭日体

椿調ある
社交ダンスは楽しみながら運動になり、一度
覚えてしまうとダンスパーティでは" 鋤れる〃
という安心感で気持ちにゆとりを持って参加
頂けます。さあ、あなたも様々なパーティに
世界共通の社交ダンスでお楽しみ下さい。

'、塗

●全日本プロダンス競技大会におい
て常時、決勝戦進出
●西部日本７年連続チャンピオン
長谷川ダンススタジオ長谷川祐司

●男女、年配者歓迎〈特に男性、：初心者の方
お気軽におこし下さい｡ 〉
●初心者にはうr ルース・ジルバ・マンボ等、
やさしい踊りから始めます。
・経営‘指導長谷川祐司
･ 教師島田吉郎 ･ 千古芳栄 ･ 竹久絢子
･ 営業時間午後１時～午後1 0 時（Ｂ曜休）
・レッスン料( 会員制）３０分2 , 0 0 0 円

〔･ 入会令2 . 0 0 0 円〕見学無料

長谷川ダンススタジオ
元町駅南２分( 栄町２丁目）
冠Ｓｇ２－ＯＯ２２
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▲
第
６
回
神
戸
女
流
文
学
賞
佳
作
八
第
３
回
Ｖ

▲
第
６
回
神
戸
女
流
文
学
賞
佳
作
八
第
３
回
Ｖ

素
っ
裸
に
引
き
む
か
れ
て
い
る
く
せ
に
男
は
気
が
付
か
な
い
で

い
る
。
平
気
で
、
眉
も
動
さ
な
い
で
、
た
い
が
い
新
聞
か
な
に
か

読
み
耽
っ
て
い
る
も
の
だ
。
身
ぐ
る
み
剥
ぎ
取
る
の
も
悪
い
か
ら

菊
地
佐
紀

海
の
枢
、
負
”
さ
菊
地
佐
紀

海
の
枢
、
負
”
さ

靴
下
と
靴
だ
け
は
ま
あ
、
履
か
せ
て
お
く
。
ギ
ッ
コ
ン
と
電
車
が

停
り
、
佐
知
子
に
裸
に
さ
れ
た
男
た
ち
が
、
開
い
た
扉
か
ら
裸
の

肩
を
ぶ
つ
つ
け
合
い
な
が
ら
降
り
て
行
く
。
靴
下
と
、
ぴ
か
ぴ
か

１
１５２
１

１
１５２
１
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を
思
わ
せ
る
素
直
な
髪
は
ひ
と
き
わ
目
立
っ
た
。
女
も
そ
れ
を
充

分
わ
き
ま
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
額
に
振
り
か
か
っ
た
髪
を
左
の

指
で
絶
え
ず
誇
ら
し
げ
に
掻
き
上
げ
て
い
る
。
指
が
し
な
や
か
に

く
れ
っ
て
、
な
ま
め
か
し
い
色
気
が
足
下
ま
で
こ
ぼ
れ
落
ち
て
い

る
。
佐
知
子
の
目
の
前
が
突
然
、
か
き
曇
っ
て
、
ネ
ガ
の
中
の
写

真
の
よ
う
に
色
を
失
っ
た
。

「
そ
れ
、
つ
ら
当
て
な
の
か
、
俺
へ
の
」

冬
太
郎
が
ね
っ
ち
り
と
言
っ
た
。
聞
か
な
い
で
も
判
っ
て
い
る

は
ず
な
の
に
こ
の
男
は
ど
う
し
て
無
駄
な
確
め
方
を
す
る
の
か
し

ら
、
と
佐
知
子
は
喉
の
奥
で
咳
く
が
声
に
は
出
さ
な
い
。
肩
ま
で

あ
っ
た
長
い
髪
を
今
朝
切
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
佐
知
子
を
モ
デ

ル
に
使
っ
て
鷹
の
よ
う
に
つ
き
つ
め
た
目
を
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
三
十
号
の
タ
ブ
ロ
オ
も
も
う
完
成
で
き
な
く
な
る
。
油
絵
は
素

描
を
終
え
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
冬
太
郎
は
長
い
髪
の
女
を
好
ん
で

絵
に
描
い
た
。
髪
を
切
っ
た
こ
と
で
冬
太
郎
の
今
ま
で
の
は
り
つ

め
た
時
間
が
す
べ
て
徒
労
に
終
る
の
だ
。
そ
う
思
う
と
佐
知
子
は

う
つ
む
い
て
引
き
結
ん
で
い
た
唇
が
少
し
ゆ
る
ん
で
き
て
、
急
に
、

笑
い
た
く
な
っ
た
。

「
笑
っ
て
い
る
の
か
、
佐
知
子
、
お
ま
え
、
え
？
」

夜
が
明
け
て
突
然
、
自
分
で
も
日
ご
ろ
得
意
に
思
っ
て
い
る
は

ず
の
長
い
髪
を
切
っ
て
し
ま
い
た
く
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
顔
を
知

ら
れ
て
い
な
い
美
容
院
ま
で
行
っ
て
勇
っ
て
し
ま
っ
た
。
う
ん
と

短
い
の
が
い
い
と
思
っ
た
。
店
の
壁
に
は
り
付
け
て
あ
る
ヘ
ア
ス

タ
イ
ル
の
写
真
の
中
か
ら
、
目
立
っ
て
シ
ョ
ー
ト
な
外
国
の
ブ
ル

ー
ネ
ッ
ト
の
女
を
指
さ
し
て
佐
知
子
は
店
主
に
言
っ
た
。

「
こ
ん
な
の
に
し
て
下
さ
い
」

ぐ
っ
と
唾
を
呑
み
こ
ん
で
、
思
い
き
っ
て
そ
う
言
っ
た
。

「
お
嬢
さ
ま
、
惜
し
い
で
す
ね
え
、
椅
麗
な
お
髪
」

赤
い
マ
ニ
キ
ュ
ア
の
中
年
の
店
主
が
満
更
お
世
辞
で
も
な
さ
そ

う
に
そ
う
言
う
と
、
佐
知
子
の
髪
に
ブ
ラ
ッ
シ
を
当
て
て
一
気
に

と
き
つ
け
な
が
ら
、

「
ほ
ん
と
に
切
っ
ち
ゃ
っ
て
い
い
ん
で
す
か
？
」

「
い
い
ん
で
す
」

１
１５３
１

に
磨
き
上
げ
た
靴
だ
け
履
い
た
男
た
ち
が
威
張
っ
た
顔
を
し
て
、

改
札
口
へ
向
っ
て
尻
を
振
っ
て
行
く
。

目
の
前
の
座
席
に
座
っ
て
い
る
男
た
ち
に
そ
ん
な
い
た
ず
ら
を

し
て
み
た
い
欲
望
は
佐
知
子
に
は
も
う
起
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
新

聞
か
ら
顔
を
上
げ
た
縞
の
背
広
の
男
の
目
と
ひ
ょ
い
、
と
か
ち
合

っ
て
、
佐
知
子
は
あ
わ
て
て
目
を
伏
せ
た
。
今
の
病
み
上
り
の
自

分
を
男
に
凝
視
め
ら
れ
た
く
な
か
っ
た
。

女
た
ち
が
盛
ん
に
お
し
ゃ
べ
り
を
し
合
っ
て
い
る
。
男
の
よ
う

に
ジ
ー
パ
ン
の
股
を
半
開
き
に
し
た
若
い
女
と
、
褐
色
の
ブ
ー
ツ

を
深
ぷ
か
と
履
い
た
女
が
他
愛
な
い
話
に
打
ち
興
じ
て
い
る
。
着

物
の
衿
を
き
ち
ん
と
掻
き
合
せ
た
奥
さ
ま
風
の
中
年
の
女
が
二

人
、
上
品
に
合
槌
を
打
ち
合
っ
て
い
た
。
時
ど
き
気
取
っ
た
笑
い

声
が
洩
れ
る
。
こ
の
人
た
ち
に
は
子
宮
が
あ
る
か
ら
、
と
佐
知
子

は
思
っ
た
。
あ
あ
し
て
楽
し
そ
う
に
喋
り
合
っ
て
い
ら
れ
る
ん
だ

わ
。
女
は
頭
で
考
え
る
こ
と
な
ど
し
な
い
で
、
年
中
し
き
ゅ
う
で

考
え
て
い
る
か
ら
平
気
で
つ
ば
を
飛
ば
し
て
い
ら
れ
る
の
だ
。
し

き
ゅ
う
の
な
い
あ
た
し
が
要
と
の
性
生
活
で
困
ら
な
い
よ
う
に

と
、
お
情
け
で
残
し
て
く
れ
た
蛎
賜
の
尻
尾
ほ
ど
の
子
宮
で
何
を

考
え
つ
く
と
言
う
の
だ
ろ
う
か
。
し
き
ゅ
う
の
代
り
に
太
腿
で
で

も
考
え
ろ
、
と
あ
の
猪
首
の
医
者
は
言
い
た
い
の
だ
ろ
う
か
。
し

き
ゅ
う
が
堅
牢
に
で
き
上
っ
た
女
ほ
ど
自
信
あ
り
げ
な
表
情
で
い

ら
れ
る
に
違
い
な
い
。
あ
た
し
の
腹
の
中
が
空
っ
ぽ
だ
と
知
っ
た

ら
、
目
の
前
の
男
た
ち
は
あ
か
ら
さ
ま
な
失
望
の
ま
な
ざ
し
を
投

げ
て
く
る
だ
ろ
う
。
女
た
ち
は
一
斉
に
憐
偶
の
尖
っ
た
視
線
を
腹

に
突
き
立
て
て
寄
越
す
だ
ろ
う
と
佐
知
子
は
思
っ
た
。
別
に
た
い

し
た
変
り
は
な
い
よ
、
と
慰
め
て
く
れ
る
男
が
居
た
ら
、
そ
の
男

な
ど
に
、
臓
も
つ
を
抜
き
取
ら
れ
た
女
の
哀
し
み
が
判
る
わ
け
は

な
い
の
だ
っ
た
。
さ
っ
き
の
冬
太
郎
に
似
た
裸
木
が
目
の
裏
に
浮

か
ん
で
く
る
。
樹
木
は
ペ
ニ
ス
が
な
い
か
ら
あ
ん
な
に
神
ど
う
し

く
裸
で
大
地
に
突
っ
立
っ
て
居
ら
れ
る
の
だ
。
子
宮
の
欠
け
た
女

は
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
見
す
ぽ
ら
し
く
思
え
る
の
だ
ろ
う
。

目
立
っ
て
美
し
い
顔
立
ち
を
し
た
若
い
女
が
車
内
に
い
た
。
長

い
漆
黒
の
髪
が
肩
先
で
う
ね
っ
て
乳
の
上
ま
で
降
り
か
か
っ
て
い

る
。
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
に
し
た
栗
色
の
髪
が
多
い
中
で
、
海
の
藻
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そ
う
で
す
わ
ね
え
、
と
世
慣
れ
た
女
主
人
は
、
客
の
気
が
変
り

そ
う
も
な
い
の
を
知
る
と
、
今
度
は
機
嫌
を
損
ね
な
い
よ
う
に
合

槌
を
打
ち
始
め
た
。

「
長
い
お
ぐ
し
は
お
手
入
れ
が
大
変
で
す
も
の
ね
え
。
ま
だ
学
生

さ
ん
で
し
ょ
う
？
シ
ョ
ウ
ト
カ
ッ
ト
が
近
ご
ろ
は
流
行
っ
て
き
ま

し
て
ネ
、
お
顔
う
つ
り
が
い
い
と
思
い
ま
す
よ
」

冬
太
郎
は
黙
り
こ
く
っ
て
い
る
佐
知
子
の
顕
を
大
き
な
掌
で
鷲

掴
み
に
す
る
と
、
お
ま
え
の
顔
は
な
、
と
言
っ
た
。
い
い
か
、
お
ま

え
の
顔
は
な
。
長
い
髪
だ
か
ら
ち
つ
と
は
見
ら
れ
る
顔
だ
っ
た
ん

だ
。
き
つ
ね
み
た
い
な
尖
っ
た
顔
に
な
っ
て
。
と
憎
々
し
げ
に
言

っ
た
。
そ
の
ま
ま
指
の
一
本
一
本
に
力
を
寵
め
て
く
る
の
で
、
佐

知
子
の
顔
は
い
や
で
も
上
向
き
に
な
る
。
冬
太
郎
の
腹
り
猛
っ
た

目
と
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
佐
知
子
は
目
を
宙
へ
釣
り
上
げ
た
。

「
そ
ん
な
イ
ヤ
な
目
付
で
俺
を
見
る
な
、
モ
デ
ル
に
な
る
の
が
い

や
な
ら
そ
う
言
え
ば
い
い
の
に
、
い
や
が
ら
せ
の
積
り
か
、
そ
れ
」

の
ぶ
と
お
ま
え
は
な
、
と
冬
太
郎
は
続
け
た
。
よ
く
似
て
い
る

ん
だ
、
い
や
が
ら
せ
を
す
る
と
こ
ろ
が
な
。
そ
れ
も
し
つ
こ
い
の

だ
。
親
娘
だ
か
ら
な
、
そ
っ
く
り
だ
。
そ
れ
に
、
と
冬
太
郎
は
な

に
か
言
い
か
け
て
お
い
て
、
そ
れ
が
余
程
深
く
佐
知
子
を
傷
つ
け

る
た
ち
の
も
の
だ
と
気
付
い
た
の
だ
ろ
う
、
流
石
に
あ
と
は
言
葉

に
出
さ
な
か
っ
た
。

ゆ
う
べ
、
こ
の
ひ
と
は
あ
た
し
を
抱
こ
う
と
し
て
、
の
ぶ
と
言

っ
た
。
終
っ
た
あ
と
で
ま
た
、
の
ぷ
と
言
っ
た
わ
。
佐
知
子
は
冬

太
郎
の
体
の
重
み
を
思
い
出
し
て
い
た
。
母
親
の
の
ぶ
も
六
年
の

あ
い
だ
、
一
糎
も
切
っ
た
こ
と
の
な
い
自
慢
の
長
い
髪
を
し
て
い

た
。
の
ぶ
の
髪
に
も
冬
太
郎
の
体
か
ら
惨
み
出
た
脂
と
手
垢
が
し

み
つ
い
て
ぺ
っ
と
り
と
汚
れ
て
い
た
。
親
娘
が
同
じ
男
の
汚
辱
の

栄
光
に
ま
み
れ
て
光
っ
た
長
い
髪
を
勇
っ
て
し
ま
い
た
く
な
っ
た

の
だ
。
冬
太
郎
と
六
年
の
間
、
夫
婦
と
し
て
暮
し
た
の
ぶ
が
憎
い

と
思
っ
た
。
の
ぷ
が
生
き
て
い
た
ら
真
正
面
か
ら
あ
の
富
士
額
の

く
っ
き
り
し
た
白
い
顔
に
赤
い
み
み
ず
腫
れ
を
這
わ
せ
て
や
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
自
分
の
方
が
先
に
の
ぷ
に
殺
さ
れ

た
か
も
し
れ
な
い
の
だ
っ
た
。

首
筋
に
冬
太
郎
の
絵
具
の
泌
み
つ
い
た
指
の
先
が
食
い
込
ん
で

体
が
急
に
が
く
ん
、
と
揺
れ
、
上
体
が
傾
い
た
と
思
う
と
電
車

が
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
長
い
美
し
い
髪
を
し
た
若
い
女
が
立
ち
上

り
、
佐
知
子
の
前
を
大
股
で
扉
の
方
へ
歩
い
て
行
く
。
女
が
陽
の

中
へ
出
る
と
忽
ち
光
を
吸
収
し
た
海
の
藻
が
金
色
に
揺
ら
め
い
て

肩
先
で
燃
え
上
る
。
女
が
遠
ざ
か
る
と
、
風
を
芋
ん
だ
長
い
髪
も

佐
知
子
の
視
野
か
ら
す
う
つ
と
消
え
去
っ
て
い
っ
た
。

４
１
５
１
１

き
て
絞
め
上
げ
ら
れ
た
。
息
が
で
き
な
い
の
で
片
っ
方
の
手
で
冬

太
郎
の
腕
を
掴
ん
で
思
い
き
り
爪
を
立
て
た
。
背
骨
が
弓
な
り
に

反
っ
て
軌
っ
た
。
佐
知
子
の
カ
ッ
ト
し
た
ば
か
り
の
頭
の
地
肌
へ

指
を
突
っ
こ
む
と
、
冬
太
郎
は
ア
ト
リ
エ
の
紅
い
紋
鍛
の
上
に
押

し
つ
け
た
。
毛
足
の
長
い
械
鍛
の
肌
は
モ
デ
ル
の
汚
れ
た
足
の
一
曇

の
匂
い
が
し
た
。
く
そ
っ
・
型
っ
た
髪
は
ど
こ
へ
や
っ
た
ん
だ
、

え
。
冬
太
郎
は
喚
い
た
。
怒
る
と
見
境
い
の
無
く
な
る
男
だ
っ
た

こ
の
短
い
髪
に
に
か
わ
で
は
り
つ
け
た
っ
て
、
カ
ン
バ
ス
の
前
に

立
た
せ
て
や
る
ぞ
。
制
作
中
の
絵
を
中
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

口
惜
し
さ
か
ら
、
け
も
の
の
よ
う
に
吠
え
立
て
た
。

未
完
成
の
人
物
像
が
ナ
イ
フ
で
ズ
タ
ズ
タ
に
刻
ま
れ
て
ゆ
く
。

自
分
の
素
描
の
顔
に
ぽ
っ
か
り
と
穴
が
あ
き
亀
裂
が
走
る
と
、
佐

知
子
の
心
の
中
を
惨
忍
な
歓
び
が
突
っ
走
っ
た
。
食
う
か
食
わ
れ

る
か
の
男
と
女
の
闘
い
が
こ
れ
か
ら
始
ま
っ
て
ゆ
く
予
感
が
重
苦

し
く
の
し
か
か
っ
て
く
る
。
佐
知
子
は
、
自
分
が
ど
う
し
よ
う
も

な
く
冬
太
郎
を
愛
し
て
い
る
の
を
悟
っ
た
。

ア
ト
リ
エ
の
中
央
に
素
裸
の
モ
デ
ル
を
立
た
せ
て
冬
太
郎
は
絵

に
す
る
女
の
体
を
値
踏
み
し
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
冬
太
郎
の

注
文
通
り
に
モ
デ
ル
は
腰
に
手
を
当
て
が
っ
た
り
両
腕
を
宙
に
く

ね
ら
せ
た
り
し
な
が
ら
白
い
ラ
イ
ト
の
下
に
姿
態
を
晒
し
た
。
顔

が
美
し
く
あ
ど
け
な
い
く
せ
に
裸
に
し
て
み
る
と
鮫
肌
で
黙
ず
ん

で
い
た
り
、
乳
房
が
少
し
で
も
垂
れ
て
い
た
り
す
る
と
、
冬
太
郎

は
露
骨
に
顔
を
し
か
め
て
見
せ
て
、
モ
デ
ル
を
す
ぐ
壇
上
か
ら
追

い
立
て
た
。
不
服
そ
う
に
頬
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
女
が
ハ
イ
ヒ
ー
ル

の
唾
の
音
を
や
け
に
立
て
て
石
畳
を
歩
い
て
行
き
、
門
の
植
込
み

の
脇
の
南
天
の
実
に
唾
な
ど
吐
い
て
立
ち
去
る
姿
を
、
母
親
の
の
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ぷ
が
小
学
生
の
佐
知
子
を
連
れ
子
し
て
冬
太
郎
の
許
へ
嫁
い
で
来

た
時
か
ら
佐
知
子
は
も
う
見
飽
き
る
ほ
ど
見
て
い
る
。
金
ぱ
な
れ

の
良
い
冬
太
郎
が
他
の
画
家
た
ち
よ
り
も
並
は
ず
れ
て
高
い
ギ
ャ

ラ
を
支
払
う
の
で
、
志
願
し
て
く
る
モ
デ
ル
は
多
か
っ
た
が
、
素

裸
を
男
の
前
に
臆
面
も
な
く
晒
す
女
た
ち
の
中
に
冬
太
郎
が
期
待

す
る
ほ
ど
の
清
潔
な
体
の
線
を
持
っ
た
相
手
な
ど
滅
多
に
見
付
か

り
そ
う
も
な
か
っ
た
。
執
勤
こ
ぐ
モ
デ
ル
選
び
を
繰
り
返
し
た
末

に
、
や
っ
と
の
こ
と
で
制
作
意
欲
を
か
き
立
て
て
く
れ
そ
う
な
女

に
ぶ
つ
か
っ
た
時
な
ど
は
気
難
か
し
い
冬
太
郎
の
相
好
が
崩
れ
る

の
と
一
緒
に
、
の
ぶ
の
い
つ
も
し
か
め
た
眉
根
が
開
く
の
が
判
っ

た
。仕

事
が
思
う
よ
う
に
は
か
ど
ら
ず
、
画
筆
が
思
う
さ
ま
揮
え
な

い
時
な
ど
冬
太
郎
は
焦
れ
て
、
の
ぶ
に
八
つ
当
り
し
た
。

の
ぶ
の
髪
の
毛
の
根
元
を
引
っ
掴
ん
だ
冬
太
郎
が
八
畳
の
間
を

曳
き
ず
り
廻
し
て
い
る
時
が
あ
っ
た
。
ど
う
さ
れ
て
も
無
抵
抗
な

の
ぷ
は
声
も
立
て
な
か
っ
た
。
修
羅
場
が
初
ま
る
と
小
学
生
の
佐

知
子
は
そ
っ
と
隣
室
へ
逃
げ
て
、
元
は
女
中
部
屋
だ
っ
た
ら
し
い

湿
っ
た
匂
い
が
鼻
に
つ
く
古
い
小
箪
笥
の
横
で
、
海
の
底
に
い
る

貝
の
よ
う
に
ひ
っ
そ
り
、
息
を
ひ
そ
ま
せ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
冬

太
郎
の
罵
声
が
止
ん
で
、
耳
の
底
が
、
し
ん
、
と
な
っ
て
く
る
。

息
を
と
め
て
神
経
を
隣
室
際
集
中
し
て
い
る
と
、
男
の
裸
の
肉
と

の
ぷ
の
裸
身
が
ぶ
つ
か
り
札
り
合
う
熱
気
が
襖
越
し
に
佐
知
子
の

肌
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
黒
い
小
箪
笥
の
ち
ぎ
れ
か
け
た
取
り
手
の

金
具
も
ぎ
し
ぎ
し
音
を
立
て
る
。
そ
っ
と
襖
か
ら
離
れ
て
足
音
を

忍
ば
せ
て
庭
石
伝
い
に
裏
庭
の
植
込
み
の
蔭
へ
逃
げ
た
。
山
茶
花

や
く
ち
な
し
の
小
じ
ん
ま
り
し
た
庭
樹
の
蔭
で
、
ち
ま
ち
ま
と
咲

い
た
白
い
花
弁
を
精
い
っ
ぱ
い
怒
り
を
こ
め
て
む
し
り
取
っ
て
い

っ
た
。
手
荒
く
邪
樫
に
む
し
り
取
る
ほ
ど
心
は
凪
い
だ
。
ち
ぎ
っ

た
白
い
花
の
堆
積
で
ス
カ
ー
ト
の
前
が
充
た
さ
れ
る
と
、
佐
知
子

は
や
っ
と
落
着
い
た
。
あ
る
一
定
の
間
を
置
い
た
あ
と
居
間
へ
帰

っ
て
く
る
と
、
そ
の
時
は
も
う
冬
太
郎
の
姿
は
ア
ト
リ
エ
に
消
え

て
い
て
、
来
客
で
も
あ
る
ら
し
い
男
た
ち
の
供
笑
が
聞
こ
え
た
り

し
て
い
る
。
根
締
め
の
解
け
た
長
い
髪
を
元
通
り
な
ま
め
い
た
櫛

巻
き
に
結
い
上
げ
て
、
つ
げ
の
櫛
も
き
ち
ん
と
さ
し
て
、
身
繕
い

を
済
ま
せ
た
の
ぷ
が
何
く
わ
ぬ
顔
の
ま
ま
台
所
で
茶
を
入
れ
る
仕

度
な
ど
し
て
い
る
の
だ
っ
た
。

の
ぷ
の
長
い
髪
の
毛
は
、
冬
太
郎
に
い
た
ぶ
ら
れ
る
た
め
に
伸

し
て
い
る
と
し
か
佐
知
子
に
は
思
え
な
い
。
の
ぷ
は
髪
を
卿
る
と

い
う
抵
抗
も
し
な
か
っ
た
。
艶
や
か
に
光
る
髪
は
男
の
暴
力
を
求

め
て
な
ま
め
か
し
く
瑞
い
で
い
る
。
一
緒
に
湯
に
浸
っ
た
時
に
い

や
で
も
目
に
入
る
の
ぷ
の
脇
の
謡
り
や
黒
ぐ
ろ
し
た
陰
毛
と
そ
れ

は
性
的
に
繋
っ
て
い
た
。
佐
知
子
は
の
ぷ
の
涼
し
げ
な
顔
付
を
僧

1，

１
１５５
１
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佐
知
子
が
か
け
寄
っ
て
み
る
と
、
畳
に
一
カ
所
、
ポ
タ
ッ
と
赤
い

肉
塊
ら
し
い
も
の
が
落
ち
て
い
て
、
血
が
点
て
ん
と
廊
下
を
伝
っ

て
続
い
て
い
た
。
同
と
廊
下
の
仕
切
り
の
ド
ア
に
も
た
れ
か
か
っ

た
恰
好
で
の
ぶ
は
鱒
り
、
も
う
半
ば
気
を
失
い
か
け
て
い
た
。
椅

麗
好
き
も
度
を
過
ぎ
た
瓶
性
の
の
ぶ
が
毎
日
時
間
を
か
け
て
乾
い

た
布
で
丹
念
に
磨
き
上
げ
た
廊
下
の
木
肌
は
、
材
質
が
選
び
抜
い

た
賛
沢
な
も
の
だ
っ
た
だ
け
に
、
い
つ
も
底
に
ぬ
め
っ
た
光
沢
を

ひ
そ
め
て
白
く
乾
い
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
血
痕
が
異
様
に
目

立
っ
た
。
の
ぷ
を
入
院
さ
せ
て
、
容
態
が
落
着
い
た
の
を
見
計
っ

て
帰
っ
て
来
た
佐
知
子
が
、
湯
を
含
ま
せ
た
布
切
れ
で
血
の
痕
を

拭
き
取
ろ
う
と
し
て
も
、
時
間
が
経
っ
た
あ
と
凝
固
し
た
鶏
い
血

痕
は
執
批
に
取
れ
な
か
っ
た
。
こ
す
っ
て
も
消
え
な
い
血
の
あ
と

は
の
ぶ
の
依
古
地
な
暗
い
性
格
を
そ
の
ま
ま
示
し
て
い
る
と
佐
知

子
は
思
っ
た
。

庭
の
隅
に
寒
椿
の
花
弁
が
落
ち
て
、
う
ず
高
い
堆
積
が
で
き
て

い
る
。
薄
ら
陽
の
当
っ
た
夕
暮
の
庭
に
目
を
や
っ
て
そ
れ
に
気
付

く
と
、
の
ぷ
の
体
か
ら
流
れ
出
た
血
の
か
た
ま
り
を
連
想
し
て
佐

知
子
は
一
瞬
、
ひ
る
ん
だ
。
落
ち
た
椿
の
花
弁
が
あ
ん
な
に
嵩
ぱ

る
ま
で
放
っ
て
お
く
こ
と
な
ど
、
働
き
者
の
の
ぷ
に
は
つ
い
ぞ
な

か
っ
た
こ
と
だ
っ
た
の
に
、
そ
う
言
え
ば
こ
の
ご
ろ
、
体
を
動
か

す
の
を
妙
に
億
劫
が
っ
て
い
た
の
ぶ
の
、
か
ら
ん
こ
る
ん
と
や
け

に
引
き
ず
っ
た
重
い
下
駄
の
音
に
思
い
当
っ
た
。
入
院
後
の
経
過

が
思
わ
し
く
ゆ
か
ず
、
の
ぷ
は
、
あ
っ
け
な
く
、
死
ん
で
し
ま
っ

た
。髪

の
長
い
女
と
入
れ
更
り
に
、
妊
っ
た
若
い
女
が
車
内
に
乗
り

込
ん
で
き
た
。
小
さ
な
男
の
子
の
手
を
曳
い
て
い
る
。
生
み
月
が

近
い
の
だ
ろ
う
か
、
女
の
腹
は
も
う
か
な
り
せ
り
出
し
て
い
て
．

座
席
に
坐
る
な
り
、
口
を
少
し
あ
け
た
噸
る
い
表
情
に
な
っ
た
。

頬
の
赤
い
そ
の
男
の
子
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
上
る
な
り
躍
ん
だ
り
は

ね
た
り
し
始
め
た
。
お
靴
は
い
て
上
っ
ち
ゃ
だ
め
。
男
の
子
の
両

足
か
ら
短
靴
を
も
ぎ
取
る
と
、
マ
マ
は
だ
る
い
ん
だ
か
ら
、
じ
っ

と
し
て
な
さ
い
。
母
親
が
薄
く
な
っ
た
眉
根
を
寄
せ
て
叱
っ
て
い

る
。
（
つ
づ
く
）

１
１５６
１

ん
だ
。ご

く
気
紛
れ
で
は
あ
っ
た
が
、
酒
気
を
帯
び
て
夜
遅
く
帰
っ
て

来
た
時
な
ど
、
冬
太
郎
は
の
ぶ
の
連
れ
子
の
佐
知
子
を
ち
や
ほ
や

す
る
時
が
あ
っ
た
。
尤
も
ら
し
く
土
産
な
ど
を
佐
知
子
に
手
渡
し
、

自
分
の
膝
の
上
へ
抱
え
上
げ
て
背
後
か
ら
大
き
な
手
を
廻
し
て
き

て
揺
さ
ぶ
っ
た
り
す
る
。
酒
の
匂
う
口
を
佐
知
子
の
頬
に
く
っ
つ

け
て
、
産
毛
の
見
え
る
薄
い
座
屑
を
音
を
立
て
て
吸
っ
た
り
し

た
。
の
夢
は
見
て
見
な
い
振
り
を
し
て
い
た
が
寝
床
を
別
に
し
て

い
る
冬
太
郎
が
寝
室
へ
引
き
揚
げ
て
し
ま
う
と
、
母
親
の
顔
付
が

妙
に
醜
く
く
な
っ
て
い
る
の
が
佐
知
子
に
は
判
っ
た
。
ぎ
す
ぎ
す

し
た
目
で
他
人
の
子
を
見
る
よ
う
に
佐
知
子
を
見
た
。
の
ぷ
は
何

も
言
わ
な
い
が
、
母
親
が
今
、
し
ん
ね
り
と
何
を
思
っ
て
い
る
の

か
佐
知
子
は
敏
感
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
義
父
を
な
る
べ
く
避
け
る

よ
う
に
佐
知
子
は
子
供
な
が
ら
智
恵
を
働
か
せ
た
。
そ
う
す
る
と

の
基
の
表
情
が
和
ら
い
で
、
突
つ
け
ん
ど
ん
な
扱
い
を
さ
れ
る
こ

と
か
ら
免
れ
る
の
で
あ
る
。

真
夏
の
む
し
暑
い
こ
ろ
な
ど
、
モ
デ
ル
が
素
裸
の
ま
ま
廊
下
へ

出
て
来
て
、
た
ば
こ
を
す
ぱ
す
ぱ
吸
っ
て
く
つ
ろ
い
で
い
る
こ
と

が
あ
っ
た
。
高
校
生
に
な
っ
て
い
た
佐
知
子
と
厩
の
入
口
で
顔
を

合
せ
て
も
平
然
と
し
て
い
た
。
た
っ
た
今
、
小
用
を
済
ま
せ
て
出

て
来
た
ば
か
り
の
女
の
肉
体
か
ら
佐
知
子
は
目
を
そ
む
け
た
が
、

女
は
ひ
る
ま
な
か
っ
た
。
く
わ
え
煙
草
の
ま
ま
、
手
打
ち
か
け
の

骨
を
す
っ
ぽ
り
覆
っ
た
髪
を
ゆ
ら
ゆ
ら
さ
せ
て
、
ア
ト
リ
エ
へ
消

え
て
行
っ
た
。
庭
木
の
繁
っ
た
葉
叢
の
蒼
い
諮
り
に
包
ま
れ
て
白

い
裸
身
が
妙
に
青
槌
め
て
見
え
る
。
上
体
の
割
に
細
い
小
さ
な
足

を
し
た
女
だ
っ
た
。
モ
デ
ル
は
そ
の
う
ち
、
大
つ
ぴ
ら
に
冬
太
郎

の
寝
所
に
泊
り
込
む
よ
う
に
な
っ
た
が
、
の
ぶ
は
何
も
言
わ
な
か

っ
た
。
の
ぷ
が
娘
の
寝
息
を
窺
い
な
が
ら
寝
床
を
脱
け
出
し
て
行

く
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。
た
だ
、
の
ぶ
は
、
冬
太
郎
と
佐
知
子
の

間
に
立
ち
は
だ
か
る
の
だ
け
は
忘
れ
て
い
な
い
。
佐
知
子
は
い
つ

も
の
ぶ
の
鋭
い
目
を
意
識
し
て
い
た
し
、
の
ぷ
を
差
し
置
い
て
冬

太
郎
に
近
づ
く
の
は
話
一
つ
交
す
に
も
禅
り
が
あ
っ
た
。

の
ぶ
が
大
出
血
し
て
病
院
へ
運
ば
れ
て
行
っ
た
の
は
季
節
は
ず

れ
の
砂
混
り
の
荒
い
風
が
吹
く
三
月
だ
っ
た
が
、
の
ぷ
の
悲
鳴
で
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三宮店・さんちかタウン念( 3 9 1 ) 1 8 7 4 ～５

耳. のよきパーートナー

鍾議磯ｵ ｰヂｨ ｵ唖ﾖ醒罰
専門コンサルタント担当
・防音室で聴力測定・拙聴器微調整
・耳穴にフィットする耳栓型取り

※補聴器は元町店で取り扱っています。

ハイセンスな紳士服で
最高のおしゃれを

三恵ﾗ 羊服店
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南
禅
満
作

え
・
小
西
保
文
ペ
ヤ

■
第
６
回
神
戸
文
学
賞
受
賞
作
品
■
八
第
３
回
Ｖ

、行
翌
晩
も
多
加
は
や
っ
て
来
た
。

多
加
は
扉
を
開
け
て
帳
場
の
入
口
に
立
ち
ど
ま
る
と
、
に
や
っ

と
笑
っ
て
か
ら
、
釣
鐘
が
口
を
き
く
の
を
待
つ
。
機
嫌
を
確
め
て
、

よ
け
れ
ば
は
い
る
。
悪
け
れ
ば
も
っ
と
待
つ
。

「
何
じ
ゃ
い
な
。
又
邪
魔
し
に
来
た
の
か
い
な
」

来
る
の
が
足
繁
く
な
る
と
、
釣
鐘
も
言
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

多
加
は
長
椅
子
に
腰
か
け
る
と
、
横
目
で
晩
み
つ
け
て
、

「
こ
ち
ら
、
向
き
な
」
と
、
先
ず
や
り
返
す
。
「
社
長
は
ん
は
仕

事
し
た
ら
え
え
。
う
ち
は
黙
っ
と
る
」

十
一
時
近
く
ま
で
話
し
こ
む
の
が
通
常
に
な
っ
た
。

日
が
重
な
る
と
、
長
尻
に
な
る
。
十
二
時
を
過
ぎ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

「
一
時
だ
ぞ
」

と
注
意
す
る
と
、
掛
時
計
を
見
上
げ
、
さ
よ
な
ら
も
言
わ
ず
に
、

木
の
サ
ン
ダ
ル
の
足
音
を
ぱ
た
ぱ
た
残
し
て
帰
る
。

多
加
が
く
れ
ば
、
相
手
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
ろ
ば
ん

に
身
が
い
ら
な
い
し
、
帳
付
け
は
は
か
ど
ら
な
い
。
あ
る
と
き
業

を
煮
や
し
て
、

砿
騨
“
騨
鰯
騨
蝿

ン
苫

１
１５８
１
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L ］

拒
否
の
言
葉
に
し
て
は
激
し
い
も
の
で
は
な
い
。

「
手
は
か
け
ん
」

釣
鐘
は
い
っ
た
。
言
っ
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
っ
た
の
だ
っ

た
。
多
加
に
で
は
な
い
。
自
分
に
で
あ
る
。

「
知
っ
て
る
の
や
る
な
。
あ
ん
た
は
後
家
は
ん
や
で
。
後
家
が
夜

な
夜
な
男
の
帳
場
へ
く
る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
や
」

「
い
や
ら
し
い
」

「
欲
求
不
満
か
」
と
多
加
を
の
ぞ
き
こ
ん
だ
。

す
る
と
多
加
は
く
く
と
身
も
だ
え
し
て
か
ら
、
い
き
な
り
彼
が

背
を
向
け
る
の
を
待
っ
て
、

「
そ
や
、
欲
求
不
満
や
」
と
い
い
返
し
た
。
ノ
ー

「
言
っ
た
な
」

く
く
と
又
笑
っ
た
。
釣
鐘
は
引
返
し
て
多
加
の
肩
に
手
を
か
け

て
い
た
。
そ
の
手
を
払
い
の
け
て
多
加
が
言
っ
た
。

「
さ
わ
り
な
」

釣
鐘
は
机
に
戻
っ
て
慨
然
と
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
ど
う

な
る
の
だ
ろ
う
か
。
多
加
は
使
用
人
で
あ
る
。
手
を
出
せ
ば
傷
付

く
の
は
雇
傭
主
で
あ
る
。
こ
ん
な
割
の
わ
る
い
火
遊
び
は
な
い
。

こ
れ
を
仮
り
に
恋
愛
ご
っ
こ
と
考
え
て
み
る
。
妻
が
あ
る
の
を
多

加
は
知
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
妻
に
知
れ
た
ら
ど
う
い
う
こ
と

に
な
る
か
。
多
加
は
分
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

よ
う
や
く
書
き
も
の
を
終
え
て
振
返
る
と
、
多
加
は
椅
子
で
震

え
て
い
た
。

「
寒
い
の
か
」

と
き
い
た
。
多
加
は
身
を
縮
め
て
い
る
。

「
寝
た
か
ら
、
風
邪
ひ
い
た
の
と
ち
が
う
か
」

多
加
は
ス
ト
ー
ブ
の
蓋
を
あ
け
、
鉄
の
火
掻
棒
で
火
種
子
を
か

き
廻
し
た
。
ぱ
ち
ぱ
ち
と
煙
突
に
上
る
炎
の
音
が
し
た
。
薪
が
ス

ト
ー
ブ
の
中
で
音
立
て
て
転
が
っ
た
。

「
用
心
せ
に
ゃ
」

多
加
は
く
す
ん
と
鼻
を
鳴
ら
し
た
。

「
わ
し
の
作
業
衣
が
あ
る
か
ら
、
着
と
ら
ん
か
い
」

多
加
は
さ
れ
る
が
ま
ま
に
胸
を
す
ぼ
め
て
釣
鐘
の
上
着
の
中
で

震
え
て
い
る
。

１
１５９
１

「
わ
し
の
身
に
も
な
っ
て
く
れ
」

と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
追
い
出
し
な
と
多
加
は
そ
の
時
言
っ

た
。
そ
れ
で
す
む
の
だ
っ
た
。
そ
の
時
は
釣
鐘
は
勢
い
の
赴
く
ま

ま
、
椅
子
を
立
上
っ
て
い
た
。
返
事
次
第
で
は
つ
ま
み
出
す
気
勢

を
み
せ
た
。
甘
く
見
ら
れ
な
い
た
め
に
も
、
一
度
は
そ
う
い
う
処

を
見
せ
て
置
き
た
か
っ
た
の
だ
っ
た
。

「
こ
れ
を
今
夜
す
ま
さ
に
ゃ
、
わ
し
は
寝
れ
ん
の
や
で
」

「
追
出
し
な
」
と
、
も
う
一
度
言
っ
た
。

「
製
品
納
付
の
最
終
日
な
ん
や
。
知
っ
て
る
や
ろ
な
相
良
さ
ん
。

こ
れ
こ
れ
納
め
ま
し
た
と
計
算
し
と
か
に
や
、
政
府
か
ら
糸
貰
え

ん
の
や
で
」

多
加
は
陰
気
臭
く
釣
鐘
を
見
つ
め
、
子
供
が
駄
駄
を
こ
れ
る
よ

う
に
長
椅
子
で
尻
を
振
っ
た
。

「
追
出
し
な
」

泣
声
に
な
っ
て
い
た
。
釣
鐘
は
、
毎
晩
こ
ん
な
こ
と
を
繰
返
し

て
い
る
二
人
の
こ
と
を
、
屋
根
続
き
の
部
屋
に
寝
て
い
る
甥
や
町

会
議
員
は
ど
う
見
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
気
に
な
っ
た
。
多
加
が
く

れ
ば
、
何
の
変
哲
も
な
い
古
工
場
が
一
変
す
る
。
多
加
の
い
る
と

い
な
い
で
、
帳
場
の
明
る
さ
が
違
う
。
来
る
な
と
い
っ
て
も
、
口

先
の
こ
と
で
あ
る
の
は
彼
自
身
が
一
番
よ
く
わ
き
ま
え
て
い
る
。

そ
の
こ
と
に
気
付
く
と
折
角
小
言
を
述
べ
な
が
ら
、
中
途
で
笑
い

出
し
て
い
た
。
多
加
も
笑
っ
た
。
照
れ
て
い
る
笑
い
方
だ
っ
た
。

二
人
と
も
笑
い
出
し
て
い
た
。
す
る
と
多
加
は
一
層
そ
れ
が
照
臭

か
つ
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
き
な
り
座
っ
た
ま
ま
、
ぺ
た
ん
と
横
に

寝
て
、
片
頬
を
長
椅
子
の
シ
ー
ト
に
く
っ
つ
け
た
。

「
追
出
し
な
」
を
寝
た
ま
ま
繰
返
し
た
。

釣
鐘
は
血
の
騒
ぐ
の
を
身
体
で
知
っ
た
。
多
加
は
寝
て
顔
を
火

照
ら
せ
な
が
ら
彼
を
見
て
い
る
。
子
供
っ
ぽ
い
仕
草
だ
が
、
男
を

受
入
れ
る
姿
勢
に
似
て
い
る
。
襲
っ
た
と
し
て
も
、
多
加
は
抵
抗

し
な
い
だ
ろ
う
。
多
加
は
目
を
つ
む
っ
て
い
る
。

「
相
良
さ
ん
」

と
彼
は
、
ｒ
彼
女
の
身
体
の
上
か
ら
呼
び
か
け
て
い
た
。
多
加
は

う
す
目
を
開
け
た
。

「
さ
わ
り
な
」
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笑
い
を
し
た
。

「
相
良
さ
ん
は
亡
く
な
っ
た
、
だ
ん
な
の
こ
と
を
思
い
出
す
こ
と

が
あ
る
の
ん
か
」

と
釣
鐘
は
話
し
か
け
て
い
た
。
し
ん
み
り
し
た
話
が
二
人
の
間

で
出
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
っ
た
。
そ
ん
な
時
は
、
二
人
が
は
し

ゃ
ぎ
過
ぎ
た
後
で
の
こ
と
で
あ
る
。
多
加
は
に
こ
り
と
も
し
な
い

で
領
い
て
い
た
。

「
わ
し
に
話
し
て
み
る
気
あ
れ
へ
ん
か
」

「
う
ち
と
一
緒
に
外
を
歩
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
」

と
多
加
は
素
直
に
話
し
た
。
そ
れ
か
ら
に
や
っ
と
不
遅
な
独
り

そ
の
日
、
糸
を
仕
入
れ
て
外
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
帳
場
に
男
が

い
て
、
作
業
帽
を
顔
に
か
ぶ
せ
、
椅
子
か
ら
足
を
の
ば
し
、
靴
を

机
の
上
に
投
出
し
な
が
ら
寝
そ
べ
っ
て
い
た
。

他
人
の
事
務
所
に
勝
手
に
は
い
り
、
そ
ん
な
恰
好
で
振
舞
う
る

も
の
は
、
こ
の
田
舎
町
に
は
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。

釣
鐘
は
顔
を
反
向
け
て
帳
場
を
出
か
け
た
が
、
ふ
と
気
に
な
っ

て
寝
相
を
確
め
た
。
土
間
に
空
の
ト
ラ
ン
ク
が
投
出
し
て
あ
る
。

闇
屋
だ
っ
た
。
三
宮
で
生
地
屋
を
し
て
い
た
頃
、
店
に
出
入
り
し

て
い
た
一
人
だ
と
分
っ
た
。
名
前
ま
で
思
い
出
し
た
。
危
険
な
相

手
で
あ
る
。
闇
屋
が
捕
ま
る
と
、
売
元
の
工
場
は
千
円
の
罰
金
を

●
■
●
●

覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
ガ
チ
ャ
ン
と
織
機
を

●
●

一
度
動
か
し
た
だ
け
で
、
一
マ
ン
円
儲
か
る
と
い
わ
れ
て
い
た
時

代
で
あ
る
。
千
円
は
さ
し
た
金
で
な
い
か
も
知
れ
ぬ
。
し
か
し
巻

添
え
を
く
う
の
は
馬
鹿
ら
し
い
こ
と
だ
っ
た
。

ヤ
ミ
な
ら
、
釣
鐘
は
最
近
も
っ
と
大
き
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

車
を
買
っ
た
。
四
輪
車
で
な
い
。
前
が
一
輪
だ
か
ら
三
輪
で
あ

る
。
一
一
股
の
ハ
ン
ド
ル
で
、
サ
ド
ル
の
下
に
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
が
、

●
ヘ
タ
ル
に
エ
ン
ジ
ン
が
付
い
て
い
た
。
運
転
台
は
屋
根
だ
け
で
、

サ
イ
ド
は
な
い
。
上
か
ら
の
雨
は
防
げ
た
が
、
横
か
ら
の
風
は
避

け
ら
れ
な
い
。
ハ
ン
ド
ル
か
ら
前
輪
の
心
棒
へ
か
け
て
、
セ
ル
ロ

イ
ド
の
風
除
け
が
取
付
け
て
あ
る
。
荷
台
は
小
型
ト
ラ
ッ
ク
な
み

だ
っ
た
。
そ
の
大
き
な
荷
台
が
気
に
入
っ
た
の
だ
っ
た
。

電
車
を
運
転
し
た
経
験
が
あ
る
。
電
車
乗
り
な
ら
と
、
警
察
の

試
験
官
は
一
も
二
も
な
く
免
許
証
を
く
れ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
の
不
自

１

日
と
、
親
身
な
も
の
を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
亡
く
な
っ
た
多

加
の
父
が
色
盲
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
遺
伝
の
法
則
で
女
の
多
加
に

は
そ
れ
が
出
な
い
が
、
彼
女
の
生
む
子
供
が
若
し
男
な
ら
、
四
人

に
一
人
が
色
盲
の
可
能
性
の
あ
る
こ
と
も
知
っ
た
。

女
体
の
血
の
奥
深
い
と
こ
ろ
に
巣
く
っ
た
そ
う
い
う
秘
密
は
、

本
来
な
ら
男
に
他
言
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
秘
密
を
知
ら
さ
れ

た
こ
と
で
、
秘
密
に
加
担
し
た
よ
う
な
奇
妙
な
想
念
に
な
る
。
男

と
女
が
秘
密
を
分
ち
あ
う
こ
と
は
、
秘
密
の
相
姦
で
は
な
い
か
と

気
が
つ
い
た
。

１
６０
１

「
い
い
気
な
も
ん
や
。
思
い
出
し
笑
い
と
違
う
か
」

「
そ
の
と
き
う
ち
が
相
棒
怒
ら
せ
て
し
も
う
た
ん
」
と
彼
女
は
た

め
ら
わ
ず
に
続
け
た
。
「
も
う
お
前
と
一
緒
に
歩
い
た
ら
ん
言
う

ん
。
う
ち
が
下
駄
は
い
て
、
相
棒
は
う
ち
の
乳
の
と
こ
ろ
ま
で
し

か
な
か
っ
た
ん
」

「
相
良
さ
ん
の
彼
氏
は
背
が
低
か
っ
た
ん
か
」

「
も
う
お
前
と
一
緒
に
歩
い
た
ら
ん
と
言
う
た
の
が
、
ほ
ん
ま
に

な
っ
て
し
も
う
た
ん
。
そ
や
か
て
、
う
ち
ら
三
月
も
一
緒
に
暮
ら

し
て
な
い
か
ら
、
夫
婦
の
情
愛
な
ん
か
、
知
ら
な
か
っ
た
み
た
い
」

「
夫
婦
の
す
る
こ
と
し
て
も
か
」

「
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
な
い
ん
よ
。
女
が
男
に
、
男
が
女
に
情
が
移
る

っ
て
の
は
」

「
そ
れ
が
残
念
か
」

「
三
月
経
っ
て
か
ら
、
戦
争
に
取
ら
れ
て
行
っ
て
し
も
う
た
ん
」

そ
れ
か
ら
の
多
加
は
、
釣
鐘
が
帰
れ
と
い
う
た
び
、
ぺ
た
ん
と

長
椅
子
に
上
半
身
を
横
た
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
寝
れ
ば
、
抱
え

出
さ
ぬ
限
り
追
出
せ
な
い
。
多
加
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
釣
鐘
の
方
で
も
、
ほ
り
出
す
気
は
な
い
。
多
加
が
く
る
と

帳
場
が
華
や
ぐ
。
妻
と
離
れ
て
、
長
く
な
る
か
ら
か
。
多
加
の
来

な
い
夜
は
待
切
れ
ず
、
道
を
通
る
足
音
に
聞
き
耳
を
立
て
て
い
た
。

多
加
は
そ
ん
な
釣
鐘
を
、
見
抜
い
て
い
る
よ
う
で
も
あ
っ
た
。

夜
中
を
過
ぎ
て
二
人
切
り
で
い
て
も
恥
ら
う
気
配
を
見
せ
な
く
な

っ
た
。多

加
の
身
の
上
話
を
余
り
聞
か
さ
れ
過
ぎ
た
せ
い
か
、
一
日
一
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頚
闘
、
識

１
１６
１

か
ら
繰
出
さ
れ
る
糸
の
流
れ
が
、
綜
統
（
そ
う
こ
う
）
で
上
下
二

列
の
菱
型
に
ひ
ら
き
、
狭
間
を
歳
（
お
さ
）
が
目
も
と
ま
ら
ぬ
速

さ
で
往
来
し
て
い
る
。
仕
上
り
真
近
か
に
織
上
っ
た
布
巻
が
何
台

か
あ
っ
た
。
蒸
気
の
白
い
微
粒
子
が
女
た
ち
の
足
も
と
を
這
っ
て

い
る
。
釣
鐘
も
蒸
気
に
足
を
入
れ
て
い
た
。
ふ
と
、
手
を
つ
か
ま

れ
た
と
思
っ
た
ら
、
薄
っ
ぺ
ら
い
も
の
が
握
ら
さ
れ
て
い
た
。
チ

ュ
ウ
イ
ン
ガ
ム
だ
っ
た
。
誰
も
気
付
か
ぬ
う
ち
の
事
で
あ
る
。
知

っ
て
い
る
の
は
一
人
だ
。
多
加
だ
。
多
加
の
背
後
を
巡
回
し
て
い

た
時
だ
っ
た
か
ら
。
そ
の
折
分
っ
た
が
、
織
子
は
み
な
口
を
動
か

し
て
い
た
。
五
人
と
も
で
あ
る
。
飴
は
こ
の
町
で
も
出
ま
わ
っ
て

い
た
が
籍
チ
ュ
ウ
イ
ン
ガ
ム
は
ア
メ
リ
カ
兵
し
か
持
っ
て
い
な
い
・

釣
鐘
も
口
へ
入
れ
た
が
、
ど
こ
か
ら
こ
ん
な
も
の
を
手
に
入
れ
た

か
が
気
に
な
っ
た
。

織
場
か
ら
加
工
場
へ
ま
わ
っ
た
。
甥
の
光
男
が
、
織
布
か
ら
薬

品
で
汚
れ
を
と
っ
て
い
る
。

「
帳
場
へ
来
と
っ
て
の
は
、
ど
こ
の
お
っ
さ
ん
や
」

知
っ
て
い
た
が
、
わ
ざ
と
た
ず
ね
る
こ
と
で
、
こ
だ
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
伝
え
て
か
ら
、
光
男
が
煙
草
を
吸
っ
て
い
る
の
に
気
が

つ
い
た
。
甥
は
い
っ
た
ん
ポ
ケ
ッ
ト
へ
隠
し
た
が
、
し
ぷ
し
ぷ
取

由
な
時
で
あ
る
。

ヤ
ミ
ガ
ソ
リ
ン
が
街
に
出
廻
っ
て
い
た
。
繊
維
工
場
で
は
業
務

用
の
特
配
が
あ
る
。
ヤ
ミ
で
な
く
と
も
油
は
手
に
入
っ
た
。

共
産
党
の
町
会
議
員
に
部
屋
を
貸
し
て
か
ら
、
ヤ
ミ
ブ
ロ
ー
ヵ

ー
が
工
場
へ
顔
を
見
せ
な
く
な
っ
て
い
た
。
隠
匿
物
資
が
倉
庫
か

ら
摘
発
を
う
け
て
い
た
。
摘
発
は
警
察
の
仕
事
だ
が
、
共
産
党
も

手
を
か
し
て
い
る
。
西
脇
に
は
二
百
五
十
か
ら
の
織
物
工
場
が
あ

り
、
五
千
三
百
人
の
従
業
員
が
働
い
て
い
た
。
ヤ
ミ
で
得
た
工
場

主
の
利
益
は
、
労
働
者
の
賃
銀
に
還
元
さ
れ
な
い
の
で
、
共
産
党

は
ヤ
ミ
を
不
正
行
為
と
見
な
し
て
い
る
。
釣
鐘
は
自
分
で
、
大
阪

の
問
屋
街
へ
持
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
つ
い
た
の
だ
っ
た
。
車
と

油
は
確
保
で
き
て
い
る
。
後
は
運
搬
だ
。
車
一
台
分
の
ヤ
ミ
で
あ

る
。
途
中
に
警
察
の
検
問
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
突
破
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
軍
の
ジ
ー
プ
が
道
を
監
視
し
て
い
る
。
そ

れ
を
ま
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
下
手
を
す
る
と
、
車
ご
と
没
収

の
憂
き
目
を
見
る
。

釣
鐘
は
そ
の
足
で
作
業
場
へ
出
て
い
っ
た
。
女
従
業
員
が
五
人

い
た
。
そ
の
中
に
多
加
が
い
た
。
織
機
は
一
人
が
一
台
き
り
で
な

い
か
ら
、
五
人
で
は
も
っ
と
何
台
に
も
な
る
。
経
巻
（
た
て
ま
き
）
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出
し
た
。

「
見
せ
ま
す
が
な
。
見
せ
ま
す
が
な
」

釣
鐘
は
受
取
っ
て
手
に
持
っ
た
。

「
こ
ん
な
も
の
じ
ゃ
れ
へ
ん
が
な
」

「
外
国
煙
草
で
す
が
な
。
倉
庫
を
見
せ
て
く
れ
で
し
た
ん
で
つ
せ
」

釣
鐘
は
煙
草
を
返
し
た
。

「
見
せ
た
の
か
。
あ
ん
な
担
ぎ
屋
に
」

「
叔
父
さ
ん
の
友
達
や
と
言
う
て
は
り
ま
し
た
ぜ
」

「
ど
あ
ほ
。
煙
草
一
個
で
か
」

帳
場
へ
引
返
し
た
。
担
ぎ
屋
は
ま
だ
足
を
机
に
の
せ
て
い
た
。

甥
を
呼
ん
で
、
担
ぎ
屋
を
起
こ
さ
せ
た
。

『
起
き
ま
す
。
起
き
ま
す
」

と
、
光
男
が
肩
を
揺
さ
ぶ
る
た
び
に
言
っ
た
。
よ
く
見
る
と
、

担
ぎ
屋
は
膝
を
両
手
で
押
さ
え
、
身
体
を
の
け
ぞ
っ
て
い
る
。

「
足
を
ど
う
し
た
の
、
松
林
さ
ん
」

『
こ
む
ら
返
り
で
す
。
直
ぐ
治
り
ま
す
」

甥
が
手
伝
っ
て
、
靴
を
つ
か
ん
で
机
か
ら
は
が
そ
う
と
し
た
。

足
は
棒
の
よ
う
に
曲
ら
な
か
っ
た
。

「
投
出
さ
ん
と
、
そ
っ
と
地
べ
た
へ
置
い
て
く
ん
な
は
れ
」

ど
し
ん
と
、
床
で
音
が
し
た
。
担
ぎ
屋
は
悲
鳴
を
上
げ
た
。

痛
み
が
遠
の
く
と
、
昔
の
へ
ら
ず
口
の
松
林
に
も
ど
っ
て
い
た
。

椅
子
を
い
ざ
っ
て
、
腹
を
机
に
押
し
つ
け
る
と
、
白
い
前
歯
を
か

み
合
せ
な
が
ら
、
照
臭
そ
う
に
笑
っ
た
。

「
こ
ん
な
こ
と
、
し
ょ
っ
ち
よ
う
起
る
の
松
林
さ
ん
」

「
腹
の
ひ
も
じ
い
の
を
我
慢
し
て
い
る
と
、
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
、
ぶ

り
返
し
ま
す
。
道
で
動
け
な
く
な
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
経
験
お

ま
へ
ん
か
」

松
林
は
外
国
煙
草
を
取
出
し
て
机
に
置
い
た
。

「
釣
鐘
さ
ん
の
社
長
は
ん
も
板
に
つ
い
た
も
の
で
す
な
。
三
宮
の

高
架
下
時
代
と
な
ら
、
大
変
な
出
世
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
お

土
産
で
す
。
神
戸
の
奥
さ
ん
が
肌
恋
し
ゅ
う
お
ま
へ
ん
か
。
ひ
ひ

ひ
」釣

鐘
は
神
戸
か
ら
警
察
に
追
わ
れ
て
、
裸
足
で
逃
出
す
時
、
こ

の
男
か
ら
靴
を
借
り
た
こ
と
を
思
い
だ
し
た
。
あ
の
時
は
気
が
立

２
１
６
１
１

つ
て
い
た
の
で
、
ど
ん
な
人
間
に
も
泣
き
つ
け
た
の
だ
っ
た
。

「
な
ん
ぞ
、
え
え
話
が
神
戸
に
お
ま
へ
ん
か
」
と
き
い
て
み
た
。

ひ
ひ
、
と
松
林
は
追
従
笑
い
を
し
た
。
「
え
え
話
な
ら
、
そ
ち

ら
さ
ん
の
こ
と
と
ち
が
い
ま
す
か
」

「
変
っ
た
こ
と
で
も
」

「
変
っ
た
話
な
ら
、
沢
山
お
ま
す
。
奥
さ
ん
か
ら
言
伝
て
を
頼
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
釣
鐘
さ
ん
と
一
緒
に
暮
ら
し
た
が
っ
て
は
り
ま
す
」

「
あ
の
靴
は
大
き
い
て
履
け
ま
へ
ん
で
し
た
」

と
釣
鐘
は
靴
の
礼
を
言
っ
た
。
松
林
は
、
ひ
ひ
と
、
前
歯
で
笑

っ
た
。

「
奥
さ
ん
は
あ
ん
じ
よ
う
神
戸
で
や
っ
て
は
り
ま
っ
せ
」

「
家
内
の
こ
と
は
よ
ろ
し
い
が
な
」

「
ほ
か
に
変
っ
た
話
と
い
ば
、
進
駐
軍
で
す
な
。
相
変
ら
ず
横
柄

で
、
厚
か
ま
し
ゅ
う
お
ま
す
」

釣
鐘
も
進
駐
軍
に
は
酷
い
目
に
あ
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
洋

服
生
地
を
扱
っ
て
、
三
日
間
、
Ｍ
Ｐ
で
抑
留
を
く
ら
っ
た
の
だ
っ

た
。「

ほ
か
に
は
、
衣
料
切
符
が
無
く
な
る
話
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な

っ
た
ら
、
吾
々
の
商
売
は
上
っ
た
り
で
す
な
。
釣
鐘
さ
ん
。
た
だ

で
さ
へ
肩
身
の
せ
ま
い
生
き
方
で
し
た
か
ら
ね
。
ヤ
ミ
は
。
長
続

き
し
っ
こ
な
い
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
」

綿
花
が
一
度
に
八
本
づ
っ
、
ク
レ
ー
ン
で
ア
メ
リ
カ
船
か
ら
岸

壁
へ
揚
陸
さ
れ
て
い
る
写
真
が
、
連
日
の
よ
う
に
新
聞
を
に
ぎ
わ

し
て
い
た
。
衣
料
は
間
も
な
く
豊
富
に
出
廻
る
こ
と
は
、
織
物
の

町
で
あ
る
土
地
の
人
が
一
番
早
く
感
付
い
て
い
た
。

「
そ
れ
は
確
か
で
す
か
」

と
釣
鐘
は
思
わ
ず
身
体
を
の
り
出
し
て
い
た
。
こ
こ
の
町
だ
け

で
な
く
、
余
所
の
町
ま
で
噂
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
焦
慮
を
覚

え
た
の
だ
っ
た
。
西
脇
は
、
明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
の
初
期
に
か

け
て
何
度
も
織
物
ブ
ー
ム
と
不
景
気
を
味
っ
て
い
る
。
不
景
気
の

折
は
工
場
を
縮
少
し
、
織
機
の
台
数
を
減
ら
し
て
凌
い
で
来
た
の

だ
っ
た
。
も
う
そ
の
時
代
が
来
つ
つ
あ
る
。
呑
気
に
楠
え
て
お
ら

れ
な
い
。
折
角
工
場
を
買
っ
て
、
儲
け
る
機
会
を
逸
し
て
し
ま
う

と
気
が
つ
い
た
。
（
つ
づ
く
）
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＜神戸っ子愛読者サロン＞

★
フ
ロ
リ
ア
ー
ド
唖
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
周
遊
の
旅

加
年
に
１
度
他
さ
れ
る
花
と
自
然
の
祭

典
フ
ロ
リ
ア
ー
ド
が
４
月
か
ら
、
月
の

６
か
日
間
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
郊
外
で

鮒
催
さ
れ
ま
す
。

出
率
琴
／
４
月
、
、
加
日
、
５
月
１
、
”

日
、
６
門
月
、
、
泌
日
、
７
﹇
月
８
、
四
日

費
用
／
￥
３
６
８
，
０
０
０
／
４
月
発

￥
３
９
８
，
０
０
０
／
５
月
’
７
月
発

大
阪
←
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
ー
ア
ー
ル
ス

ミ
ア
、
ザ
ー
ン
セ
・
ス
カ
ン
ス
と
フ
ロ

リ
ア
ー
ド
唖
見
学
、
Ｉ
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

、
Ｉ
プ
ル
ー
ジ
ュ
、
Ｉ
プ
ラ
ッ
セ
ル
ー
ナ
ミ

ュ
ー
ル
ー
ベ
ロ
イ
城
ｌ
パ
リ
←
大
阪

お
問
合
せ
・
お
由
り
込
み
は
大
丸
ト
ラ
ベ

ル
サ
ロ
ン
（
神
戸
大
丸
６
Ｆ
）

雷
ず
３
１
‐
８
１
２
１
担
当
／
大
畑

☆
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ケ
ッ
チ
の
旅
腸
日
間

神
な
の
座
、
雄
大
な
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
。
そ

こ
に
住
む
人
々
、
寸
介
鳩
自
然
の
い
と

な
み
。
我
々
に
と
っ
て
〃
ふ
る
さ
と
〃

の
よ
う
に
思
え
る
ネ
パ
ー
ル
へ
ス
ケ
ッ

チ
を
し
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

日
程
／
Ａ
・
３
月
犯
日
、
’
４
月
ｕ
日

Ｂ
ｏ
ｎ
月
魁
日
ｌ
ｕ
同
月
犯
日

費
用
／
Ａ
Ｂ
と
も
￥
３
６
５
，
０
０
０

宿
泊
、
全
食
事
、
ガ
イ
ド
付

ス
ケ
ッ
チ
指
導
ン
錘
松
岡
寛
一

大
阪
←
バ
ン
コ
ク
←
カ
ト
マ
ン
ズ
←
ポ

カ
ラ
←
ヤ
ン
ジ
ヤ
←
カ
ー
レ
ー
←
テ
ィ

ル
ケ
ド
ン
ガ
←
ウ
レ
リ
←
ゴ
ラ
パ
ニ
←

ガ
ン
ド
ル
ン
←
ラ
ン
ド
ル
ン
←
ダ
ン
バ

ス
←
ポ
カ
ラ
←
カ
ト
マ
ン
ズ
←
バ
ン
コ

ク
←
大
阪

お
問
合
せ
・
お
申
込
み
は
ア
ル
パ
イ
ン

ツ
ア
ー
サ
ー
ピ
ス
（
大
阪
南
米
区
術
後

町
５
１
鰯
東
洋
ピ
ル
４
Ｆ
）

衝
０
６
１
２
２
７
‐
５
１
９
４

ま
た
は
松
岡
毒
２
２
１
１
７
９
５
０

☆
天
国
に
い
ち
ば
ん
近
い
島

ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
８
日
間

出
発
日
／
仁
遜
過
水
咽
日

費
田
／
￥
２
２
４
，
０
０
０

１
１６３
１

☆
神
戸
っ
子
ト
ラ
ベ
ル
コ
ー
ナ
ー

tａｌｋａｎｄｔａｌｋ☆
今
年
の
１
月
釦
日
に
、
一
人
娘
の
夕

子
が
嫁
い
で
い
き
ま
し
た
。
年
頃
を
迎

え
た
娘
を
持
つ
男
親
の
気
持
と
い
う
の

は
格
別
で
、
電
話
一
つ
か
か
っ
て
き
て

も
気
も
そ
ぞ
ろ
と
い
う
日
々
が
続
き
ま

し
た
が
今
と
な
っ
て
は
侭
し
い
思
い
出

で
す
。
妬
年
前
に
妻
に
先
立
た
れ
て
か

ら
今
日
ま
で
、
古
い
言
葉
で
す
が
男
手

一
つ
で
育
て
あ
げ
て
き
た
だ
け
に
安
心

も
し
、
が
っ
く
り
も
し
て
い
ま
す
。

火
の
消
え
た
よ
う
な
家
の
中
か
ら
一

瞬
で
も
逃
げ
た
く
て
巷
を
酔
い
ど
れ
て

ふ
ら
つ
く
夜
が
続
き
ま
し
た
。
心
の
底

で
娘
に
甘
え
、
寄
り
か
か
っ
て
い
る
自

分
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
娘
か
ら
砿
約

を
打
ち
明
け
ら
れ
た
時
の
狼
狽
、
怒
り

我
な
が
ら
梢
な
い
く
ら
い
感
情
の
起
伏

に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
相
手
を
絞
め
殺
し

て
や
り
た
い
：
・
・
・
・
そ
ん
な
こ
と
ま
で
思

っ
て
し
ま
い
、
娘
に
手
を
あ
げ
て
し
ま

っ
た
こ
と
も
悔
や
ま
れ
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
も
全
て
時
間
が
解
決
し

て
く
れ
る
よ
う
で
、
い
つ
ま
で
も
気
を

め
い
ら
せ
て
い
な
い
で
私
な
り
の
第
二

の
人
生
を
再
び
出
発
し
て
い
か
な
く
て

は
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
過
去
の
追

憶
に
埋
も
れ
て
し
ま
う
に
は
、
残
り
の

人
生
も
長
い
よ
う
で
す
。
愚
痴
っ
ぽ
い

中
身
に
な
り
ま
し
た
。
末
錐
な
が
ら
神

戸
っ
子
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
春
は
そ

･ 篭晶｡ . ‘型, ､ 溌露: 蕊蕊霊繊 ■

鋤 鍵蕊

★
バ
リ
島
５
日
間

出
発
／
毎
日

費
用
／
￥
１
８
９
，
０
０
０

毎
朝
食
、
昼
食
１
回
、
観
光
付

☆
ハ
イ
ラ
イ
ト
、
ア
テ
ネ
・
口
ｌ
マ
・

パ
リ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
佃
日
間

出
発
／
３
月
１
，
通
、
溺
日

賀
田
／
￥
２
６
８
，
０
０
０

全
行
程
添
乗
員
同
行
、
食
誰
痢
付

☆
ハ
ワ
イ
６
日
間

出
発
／
毎
日

徴
用
／
￥
１
８
６
，
０
０
０

市
内
観
光
付

お
問
合
せ
・
お
申
込
み
は
月
刊
神
戸
ロ

子
ト
ラ
ベ
ル
コ
ー
ナ
ー

衝
３
３
１
１
２
２
４
６
ま
で

★
振
り
む
け
は
君
が
い
て

「
フ
ル
ム
ー
ン
夫
姻
グ
リ
ー
ン
パ
ス
」

●
国
鉄
全
線
（
新
幹
線
も
）
グ
リ
ー
ン

車
で
、
ど
こ
へ
で
も
フ
ル
に
使
え
ま
す

●
１
枚
で
２
人
分
￥
７
０
，
０
０
０

，
有
効
期
間
は
７
日
間
、
発
売
は
３
月

妬
日
ま
で

⑲
年
令
が
２
人
あ
わ
せ
て
甜
歳
以
上
の

ご
夫
婦
の
み
の
特
券

お
問
合
せ
“
お
申
込
み
は
三
ノ
宮
駅
旅

行
セ
ン
タ
ー
曾
２
２
１
１
０
１
９
０

た
。ミ

ュ
ン
ヘ
ン
の
市
立
レ
ン
バ
ッ
ハ
ウ

ス
美
術
館
で
の
個
展
が
決
ま
り
ま
し
た

今
年
は
東
京
と
京
都
で
の
個
展
が
あ
り

ま
す
の
で
多
分
来
年
に
し
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
春
頃
が
気
候
も
よ
く
て
動

き
や
す
い
の
で
そ
う
出
来
れ
ば
い
い
の

で
す
が
。
（
今
よ
う
や
く
太
陽
が
顔
を

み
せ
始
め
ま
し
た
。
つ
い
さ
き
程
ま
で

ま
だ
暗
か
っ
た
の
で
す
）

和
ち
ゃ
ん
も
も
う
今
年
の
９
月
で
ま

る
７
年
で
す
か
ら
や
は
り
さ
み
し
い
よ

う
で
私
も
儲
る
の
が
何
と
な
く
後
ろ
髪

ひ
か
れ
る
感
じ
で
す
が
、
で
も
ず
い
ぶ

ん
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
っ
て
い
て

助
か
っ
て
い
ま
す
。
先
日
も
ス
イ
ス
他

へ
６
日
間
程
旅
行
し
て
デ
ュ
ッ
セ
ル
に

帰
る
と
も
う
我
が
家
に
帰
っ
た
よ
う
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
多
分
明
日
か
明

後
日
に
ま
た
デ
ュ
ッ
セ
ル
に
帰
り
ま
す

で
は
、
お
元
気
で
。

ハ
ド
イ
ッ
に
て
／
木
下
佳
通
代
Ｖ

こ
ま
で
来
て
い
ま
し
た
ｃ

八
兵
庫
区
／
松
山
正
人
Ｖ

★
今
（
”
日
午
前
８
時
鋤
分
←
日
本
時

間
４
時
釦
分
頃
だ
と
思
い
ま
す
が
）
デ

ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
か
ら
パ
リ
北
駅
行
き

の
列
車
の
中
、
ひ
と
つ
め
に
止
ま
っ
た

ケ
ル
ン
の
駅
を
少
し
過
ぎ
た
あ
た
り
で

す
。
今
日
は
パ
リ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
ポ

ン
ピ
ド
ー
く
ら
い
を
１
泊
２
日
で
ま
わ

る
つ
も
り
で
一
人
で
出
か
け
て
き
ま
し

た
。
パ
リ
は
最
近
非
常
に
ス
リ
が
ふ
え

て
い
る
そ
う
で
（
そ
れ
も
子
供
の
災
幽
）

杢
ち
ゃ
ん
、
和
ち
ゃ
ん
が
と
て
も
心
配

顔
で
し
た
。
私
み
た
い
に
ぼ
ん
や
り
し

て
た
ら
す
ぐ
狙
わ
れ
る
よ
っ
て
。
自
分

で
も
そ
う
思
い
ま
す
。

昨
夜
は
夜
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
か
ら
帰
っ
て

き
て
お
手
紙
受
け
取
り
受
賞
を
知
り
ま

し
た
。
１
泊
２
日
で
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
と
ハ

イ
デ
ル
ベ
ル
グ
（
個
展
が
延
長
さ
れ
晦

日
ま
で
あ
っ
た
の
で
昨
日
作
品
を
片
付

け
に
行
っ
た
の
で
す
）
へ
行
っ
て
ま
し

ホ
テ
ル
・
市
内
観
光
付

と
き
ど
き
格
安
キ
ャ
ン
セ
ル
便
あ
り
。

☆
ハ
ワ
イ
４
泊
６
日

出
発
日
／
多
数

没
用
／
￥
１
６
５
，
０
０
０

ホ
テ
ル
、
市
内
観
光
、
ウ
エ
ル
カ
ム
ラ

ン
チ
付

☆
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

シ
ド
ニ
ー
７
日
間

出
発
日
／
企
母
週
月
、
木
曜
日

費
用
／
￥
２
６
８
，
０
０
０

お
問
合
せ
・
お
由
．
込
み
は
ト
ッ
プ
ナ
ッ

チ
（
中
小
〈
区
琴
緒
町
５
グ
リ
ー
ン
シ
ギ

ポ
－
２
Ｆ
）
衝
２
４
２
１
２
６
９
５

小麦色がまぶしい
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